
契
丹
（
遼
）
後
期
政
権
下
の
学
僧
と
仏
教
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1
鮮
演
の
事
例
を
通
し
て
一

藤

原

崇

人

門
要
約
】
　
一
九
八
六
年
に
中
国
内
蒙
古
の
巴
林
左
旗
林
東
鎮
北
郊
で
発
見
さ
れ
た
「
魂
迎
墓
碑
」
は
、
契
丹
（
遼
）
の
道
宗
朝
に
活
躍
し
た
学
僧
・
鮮
演

の
事
績
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
契
丹
の
学
僧
に
関
わ
る
史
料
が
希
少
で
あ
る
な
か
本
曇
の
有
す
る
価
値
は
極
め
て
高
い
が
、
未
だ
本
格
的
な
研
究
の
狙

上
に
上
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
「
鮮
演
墓
碑
」
の
分
析
を
通
じ
て
契
丹
後
期
に
お
け
る
学
僧
の
在
り
方
を
考
察
し
た
。
具
体
的
に
は
諸
王
が
道

宗
の
捺
鉢
（
季
節
移
動
）
と
連
繋
し
て
動
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
年
間
を
通
じ
て
移
動
生
活
の
な
か
に
身
を
置
く
遊
牧
系
国
家
の
支
配
階
層
と

学
僧
の
関
わ
り
方
の
特
徴
を
提
示
し
た
。
つ
ぎ
に
高
麗
義
天
の
閥
大
覚
国
師
外
集
』
に
収
め
る
書
簡
を
と
り
あ
げ
、
契
丹
官
僚
の
耶
律
早
世
と
義
天
を
結

ぶ
堂
下
の
著
書
の
存
在
に
注
目
し
た
。
当
該
書
物
の
流
通
形
態
を
考
察
し
、
こ
れ
が
逆
輸
入
の
よ
う
な
か
た
ち
で
高
麗
か
ら
契
丹
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
、
契
丹
・
高
麗
間
に
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
仏
教
典
籍
を
逓
じ
た
交
流
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
三
巻
六
号
二
〇
一
〇
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

十
世
紀
初
頭
か
ら
十
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
北
域
に
君
臨
し
た
契
丹
（
遼
）
は
、
と
く
に
そ
の
後
期
－
第
七
代
の

興
宗
・
七
律
只
骨
（
在
位
一
〇
三
～
i
五
五
）
朝
以
降
1
…
に
お
い
て
、
仏
教
王
国
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
契
丹
に
お
い
て
は
聖
代
以
来
の
伝
統
的
な
華
厳
・
唯
識
・
律
・
密
教
な
ど
が
信
仰
と
共
に
学
問
研
究
（
教
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①

学
）
の
対
象
と
し
て
積
極
的
に
受
容
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
教
学
を
推
進
し
た
の
が
学
僧
で
あ
る
。
と
り
わ
け
契
丹
随
一
の
崇
仏
皇
帝
と
し
て
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
れ
る
第
八
代
の
道
宗
・
耶
律
査
刺
（
在
位
…
〇
五
五
1
＝
〇
一
）
の
治
世
に
お
い
て
、
彼
ら
学
僧
の
活
動
は
目
立
っ
て
活
発
化
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
学
僧
の
存
在
を
無
視
し
て
、
仏
教
王
國
と
し
て
の
契
丹
と
、
こ
の
契
丹
を
取
り
巻
く
当
時
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
仏
教
世
界
の
在
り

方
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
当
時
の
学
僧
の
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
を
と
も
な
う
。
そ
も
そ
も
道
宗
朝
に
限
ら
ず
契
丹
時
代
全
般
を
通
じ
て
学
僧
の
事

績
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
著
作
の
序
文
や
題
記
、
あ
る
い
は
後
人
の
手
に
成
る
略
伝
中
の
僅
か
な
情
報
を
手
が
か
り
に
人
物
像
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

組
み
立
て
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
例
外
と
し
て
『
随
願
往
生
集
』
な
ど
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
非
濁
に
は
描
記
が
あ
る
が
、
彼
は
主
に
興
無
罪

に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
事
績
よ
り
道
宗
朝
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
野
上
鶯
九
五
三
］
や
朱
・
王
［
一
九
九
9
な
ど
、

契
丹
の
学
僧
と
そ
の
著
作
を
総
体
的
に
扱
っ
た
研
究
が
、
お
お
む
ね
学
僧
の
著
作
を
通
じ
て
当
時
の
教
学
の
内
容
や
傾
向
を
探
る
こ
と
に
力
点

を
お
き
、
学
僧
自
身
の
在
り
方
に
深
く
踏
み
込
ん
で
い
な
い
こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
史
料
的
制
約
に
因
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
史
料
状
況
の
も
と
、
筆
者
は
鮮
演
と
い
う
学
僧
に
注
目
し
た
。
竹
島
は
道
宗
朝
の
学
僧
で
あ
り
、
仏
教
学
と
く
に
華
厳
学
研
究
の

方
面
に
お
け
る
研
究
対
象
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
。

　
鮮
血
に
つ
い
て
は
一
九
八
○
年
代
に
碑
刻
史
料
（
「
鮮
演
墓
碑
」
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
契
丹
の
学
僧
に
関
わ
る
第
一
次
史
料
が
希
少
で
あ

る
な
か
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
と
言
え
る
が
、
本
碑
は
未
だ
本
格
的
な
研
究
の
組
上
に
上
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
高
麗
義
天
の
『
大
覚
国
師
外
集
』
に
は
契
丹
の
官
僚
が
意
業
に
宛
て
た
書
簡
を
収
め
て
お
り
、
こ
こ
に
、
鮮
演
の
著
作
が
や
や
特
異

と
も
雷
え
る
形
態
を
と
っ
て
契
丹
と
高
麗
の
問
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
全
く
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
鮮
演
に
関
わ
る
前
掲
の
両
史
料
を
用
い
て
、
道
宗
朝
に
お
け
る
学
僧
の
在
り
方
を
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
当
時
の
契
丹
・
高

麗
間
に
お
け
る
仏
教
文
化
交
流
の
一
具
体
例
を
提
示
し
た
い
。
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①
　
本
稿
で
は
経
典
・
論
書
の
研
究
に
従
事
し
、
そ
の
方
面
の
著
作
を
有
す
る
僧
を

　
「
学
僧
」
と
表
記
す
る
。

②
道
宗
の
非
常
な
崇
仏
姿
勢
は
、
『
遼
史
』
巻
二
六
道
宗
紀
賛
語
に
有
名
な

　
「
一
歳
早
飯
僧
三
十
六
万
、
　
日
面
祝
言
三
千
」
と
の
帝
の
行
為
に
象
徴
的
に
示

　
さ
れ
て
い
る
。

③
契
丹
時
代
の
学
僧
と
そ
の
著
書
を
概
括
的
に
抱
握
す
る
上
で
我
々
が
主
に
依
拠

　
し
て
い
る
の
は
、
高
麗
王
族
の
義
天
（
王
胸
…
）
の
手
に
成
る
仏
教
典
籍
建
録
『
新

　
編
諸
宗
教
課
階
隠
』
（
一
〇
九
〇
年
成
立
）
で
あ
る
。
夙
に
神
尾
鷺
九
八
二
　

　
一
｝
五
…
＝
二
六
頁
］
が
本
目
録
よ
り
契
丹
の
学
僧
を
抽
出
し
て
お
り
、
こ
れ
に

　
よ
る
と
忌
明
・
漸
落
・
澄
淵
・
非
濁
・
思
孝
・
保
衡
・
派
遣
・
法
悟
・
覚
苑
・
志

　
福
・
道
弼
・
志
実
・
志
延
（
順
不
同
）
の
計
十
三
人
を
見
出
せ
る
。
彼
ら
の
大
体

　
の
活
動
時
期
は
、
詮
明
と
希
麟
が
聖
宗
（
耶
律
文
殊
奴
　
在
位
九
八
ニ
ー
一
〇
三

　
一
）
朝
か
そ
れ
以
前
、
澄
淵
か
ら
保
衡
ま
で
の
四
人
が
興
宗
朝
、
守
擦
か
ら
志
延

　
ま
で
の
七
入
が
道
宗
朝
で
あ
る
。
と
く
に
道
宗
朝
の
学
僧
の
人
数
は
全
体
の
過
半

　
数
を
占
め
、
契
丹
随
｝
の
崇
仏
皇
帝
の
治
世
下
に
学
僧
た
ち
が
精
力
的
に
活
動
し

　
て
い
た
状
況
を
推
察
さ
せ
る
。

④
清
刷
九
年
（
一
〇
六
三
）
「
奉
福
寺
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
糧
記
」
（
㎎
日
下
旧
聞

　
考
』
巻
九
五
）
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第
一
章
　
「
鮮
演
墓
碑
」
に
つ
い
て

　
鮮
演
に
つ
い
て
論
ず
る
際
に
根
本
史
料
と
し
て
用
い
る
べ
き
も
の
が
「
鮮
演
墓
碑
」
で
あ
る
。
五
運
は
一
九
八
六
年
六
月
に
赤
峰
市
巴
林
左

旗
林
菓
鎮
北
郊
の
小
山
申
の
壇
室
墓
よ
り
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
林
東
鎮
の
す
ぐ
南
に
は
契
丹
の
上
京
臨
潰
府
城
趾
が
ひ
ろ
が
る
。
碑
寸

は
高
さ
六
三
・
五
㎝
、
幅
三
七
㎝
。
上
円
下
方
の
形
状
を
と
る
。
刻
記
は
両
面
に
認
め
ら
れ
、
早
糸
十
五
コ
口
碑
陰
十
三
行
、
行
内
文
字
数
は

不
同
で
十
三
字
か
ら
三
十
六
字
、
総
計
で
二
十
八
行
、
八
五
九
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
刻
記
の
年
次
は
天
酢
帝
・
十
三
阿
果
（
在
位
工
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

1
二
五
）
の
天
慶
八
年
（
＝
一
八
）
四
月
二
十
一
日
。
撰
者
は
上
京
臨
潰
府
内
の
県
令
を
つ
と
め
る
某
奎
で
あ
る
。
現
在
、
本
業
は
林
東
鎮
内

の
遼
上
京
博
物
館
に
移
管
展
示
さ
れ
て
い
る
。
展
示
ケ
ー
ス
内
の
本
姓
は
碑
身
と
台
座
よ
り
な
る
が
、
こ
の
台
座
が
本
来
の
も
の
か
否
か
は
判

然
と
し
な
い
。
碑
前
に
置
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
に
は
「
鮮
演
墓
碑
」
と
あ
る
。
本
碑
に
は
表
題
が
な
い
た
め
便
宜
的
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

う
。
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
呼
称
に
従
っ
て
い
る
。

　
　
「
鮮
演
墓
碑
」
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
王
［
一
九
八
七
］
と
朱
［
　
九
八
七
］
で
あ
る
。
前
者
は
本
業
の
発
見
の
経
緯
と
内
容
を
略
述
し
、

書
影
と
全
文
お
よ
び
記
事
の
註
釈
を
付
す
。
後
者
は
前
者
の
註
釈
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
拓
影
は
い
さ
さ
か
不
明
瞭
で
文
字
判
読



契丹（遼）後期政権下の学僧と仏教（藤原）

が
難
し
い
。
唐
［
二
〇
〇
五
一
一
五
三
夏
に
も
本
縫
の
拓
影
を
収
め
、
こ
ち
ら
は
比
較
的
鮮
明
で
大
半
の
文
字
の
判
読
が
可
能
で
あ
る
。
録
文
は

上
記
の
王
［
一
九
八
七
］
の
ほ
か
蓋
［
二
〇
Ω
ご
三
六
九
－
三
七
〇
頁
］
に
も
収
め
る
が
、
い
ず
れ
に
も
脱
字
が
あ
る
。
こ
の
た
め
筆
者
は
遼
上

京
博
物
館
所
蔵
拓
本
に
基
づ
く
録
文
を
改
め
て
提
示
し
た
［
武
田
他
二
〇
〇
六
二
五
一
夏
。
便
宜
を
考
え
て
本
稿
末
に
こ
れ
を
移
録
し
て
い
る
。

　
　
「
鮮
演
墓
碑
」
の
発
見
以
前
は
、
鮮
演
に
つ
い
て
の
情
報
が
非
常
に
乏
し
く
、
そ
も
そ
も
彼
が
い
つ
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
の
か
さ
え
断
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
唯
一
現
存
す
る
彼
の
著
作
『
華
厳
経
談
玄
決
択
』
（
以
下
『
総
革
匝
と
略
記
）
各
巻
の
表
題
に
続
け
て
附
す
「
上
京
開
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

寺
円
通
悟
理
大
師
賜
紫
沙
門
鮮
演
述
」
と
の
記
名
、
そ
し
て
同
書
巻
六
に
お
け
る
彼
自
身
の
学
問
や
『
決
択
』
撰
述
の
理
由
に
つ
い
て
の
述
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
、
本
人
に
関
わ
る
わ
ず
か
な
情
報
を
提
供
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
木
村
ロ
九
八
○
］
は
こ
れ
ら
と
湛
容
手
沢
本
の
巻
一
末
に
添
え
る
題
記
を

手
が
か
り
と
し
て
、
鮮
演
を
契
丹
の
学
僧
と
認
め
、
彼
が
若
年
に
唯
識
を
学
び
、
つ
い
で
華
厳
教
学
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
『
聖
主
』

を
著
し
た
頃
に
は
五
百
人
も
の
門
人
を
抱
え
、
華
厳
学
の
第
一
人
者
と
し
て
法
座
を
開
い
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。

　
鮮
演
に
関
わ
る
情
報
量
は
「
鮮
演
墓
碑
」
の
世
職
に
よ
り
一
挙
に
増
大
し
た
。
彼
が
契
丹
の
学
僧
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
、
俗
姓
、
本
貫
、

師
僧
、
住
寺
履
歴
な
ど
が
判
明
し
た
ほ
か
、
『
決
心
』
の
み
な
ら
ず
数
多
の
著
作
を
も
の
し
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
、
本
腰
を
通
し
て
我
々

は
鮮
演
と
い
う
人
物
の
輪
郭
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
こ
の
「
鮮
演
墓
碑
」
に
基
づ
き
鮮
演
の
事
績
を
概
観
す
る
。
稿
末
の
録
文
も
参
照
頂
き
た
い
。

①
「
鮮
演
墓
碑
」
第
二
十
七
↓
干
八
行
に
「
奎
、
榔
係
析
津
、
職
康
横
水
、
政

　
陶
製
錦
、
学
偲
凋
金
、
見
巡
在
叢
、
勉
古
記
爾
」
と
見
え
る
。
本
碑
の
撰
者
は
名

　
を
肇
と
記
す
の
み
で
、
姓
が
分
か
ら
な
い
。
「
漢
水
」
は
漢
河
す
な
わ
ち
シ
ラ
薩

　
ム
レ
ン
の
こ
と
。
本
河
川
の
中
流
域
北
方
に
上
京
臨
横
府
が
置
か
れ
た
。
門
製

　
錦
」
は
郡
邑
官
へ
の
任
官
の
た
と
え
（
『
左
伝
隔
嚢
公
三
十
　
年
）
。
某
奮
は
臨
潰

　
府
サ
（
上
京
留
守
）
も
し
く
は
下
府
塗
筆
（
臨
漢
県
以
下
十
憾
あ
り
）
の
県
令
の

　
職
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
天
慶
六
年
（
一
一
一
六
）
に
薫
捷
不
也
に

　
代
わ
り
瀟
韓
二
幅
が
臨
漬
府
歩
と
な
り
、
同
十
年
（
一
一
二
〇
）
に
は
再
び
薫
撞

　
不
也
が
本
官
に
在
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
た
め
（
呉
廷
鰹
『
遼
方
鎮
年
表
』
）
、

　
本
碑
の
立
石
さ
れ
た
天
慶
八
年
に
は
こ
の
薫
習
不
等
か
薙
藁
家
奴
の
い
ず
れ
か
が

　
臨
漢
立
歩
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
す
る
と
某
肇
の
職
は
臨
横
府
内
の
県
令

　
と
見
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

②
唐
［
二
〇
〇
五
二
五
三
頁
］
は
軍
事
を
「
鮮
演
大
師
墓
誌
駄
と
表
記
す
る
。

　
唐
臼
以
降
、
墓
誌
の
形
状
は
方
形
を
と
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
契
丹
時
代
の

　
墓
誌
一
表
題
に
明
記
の
あ
る
も
の
一
も
明
ら
か
に
こ
の
様
式
を
踏
襲
し
て
い

　
る
［
澤
本
二
〇
〇
八
］
。
こ
れ
に
対
し
て
「
鮮
演
墓
碑
」
は
蹴
合
下
方
の
形
状
を
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と
る
。
た
し
か
に
晋
代
や
北
樽
代
に
は
上
円
下
方
の
立
引
形
式
の
墓
誌
も
確
認
さ

　
れ
る
が
［
趙
二
〇
〇
｝
二
”
五
〇
一
五
～
頁
］
、
契
丹
時
代
の
様
式
の
主
流
に
は
当

　
て
は
ま
ら
ず
、
本
立
を
「
墓
誌
」
と
呼
ぶ
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
な
お
墓
室
中
に

　
収
め
る
石
刻
に
は
墓
誌
・
墓
碑
の
ほ
か
に
墓
記
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
り
（
趙
二

　
〇
〇
三
一
四
三
－
四
五
、
二
〇
四
頁
）
、
「
鮮
演
墓
碑
漏
第
二
十
八
行
に
見
え
る

　
「
翠
蔓
翠
雨
」
と
の
文
語
に
注
冒
す
れ
ば
、
翠
蓋
は
「
墓
記
」
で
あ
っ
た
可
能
性

　
も
否
定
で
き
な
い
。

③
全
六
巻
。
『
続
蔵
臨
一
一
十
　
一
五
に
巻
二
か
ら
巻
六
を
収
め
る
。
ま
た
金
沢

　
文
庫
が
弘
安
八
年
（
＝
一
八
五
）
の
紀
年
を
も
つ
湛
容
の
手
沢
本
を
所
蔵
し
て
お

　
り
、
こ
ち
ら
は
全
巻
が
揃
う
。
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
巻
二
、
華
厳
篇
に
『
続

　
蔵
駄
に
欠
く
巻
一
を
収
録
す
る
。
な
お
「
翻
訳
墓
碑
扁
に
は
本
書
を
噸
花
厳
経
玄

　
蟹
玉
択
記
隔
と
記
し
、
書
題
が
若
干
異
な
る
（
「
華
厳
」
を
「
花
厳
」
と
表
記
す

　
る
の
は
契
丹
時
代
の
特
徴
）
。
続
蔵
本
と
金
沢
文
庫
本
の
書
題
は
、
竺
沙
門
二
〇

　
〇
〇
A
”
一
四
六
…
一
四
七
頁
］
が
指
摘
す
る
如
く
、
伝
写
の
際
に
誤
っ
た
も
の

　
で
あ
ろ
う
。

④
『
続
蔵
隔
心
－
十
【
一
五
、
五
〇
二
頁
左
上
段
お
よ
び
五
〇
六
頁
左
下
段
。

⑤
「
写
本
記
云
、
高
麗
国
大
興
王
寺
、
寿
昌
二
年
歳
次
杓
子
、
連
累
雛
造
。
大
宋

　
国
崇
呉
古
寺
、
単
票
五
年
癸
卯
歳
、
釈
安
仁
伝
写
。
淳
煕
歳
次
己
酉
、
呉
門
釈
祖

　
燈
科
点
葉
看
。
時
年
七
十
二
歳
也
」
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第
二
章
　
鮮
演
と
そ
の
周
辺

　
　
「
鮮
演
墓
碑
」
が
出
土
し
た
林
東
鎮
か
ら
西
に
向
か
う
こ
と
四
四
〇
㎞
、
巴
林
左
旗
と
巴
林
右
旗
の
旗
境
を
越
え
る
と
闘
根
蘇
木
と
呼
ば
れ

る
地
に
至
る
。
こ
こ
は
契
丹
の
治
下
に
懐
州
と
号
し
、
「
鮮
演
墓
碑
」
に
は
「
懐
美
之
州
」
と
表
現
さ
れ
る
。
外
周
約
二
㎞
の
ほ
ぼ
正
方
形
を

呈
し
た
城
鮭
が
残
っ
て
お
り
、
城
壁
の
一
部
が
現
存
し
、
城
内
に
は
建
物
の
遺
構
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
北
約
三
㎞
の
地
に
太
宗
・
耶
律
豪
胆

（
在
位
九
二
六
－
四
七
）
と
孟
宗
・
耶
律
述
律
（
在
位
九
五
～
1
六
九
）
の
陵
墓
で
あ
る
懐
陵
が
存
在
す
る
。
懐
州
は
こ
の
全
点
の
維
持
管
理
に
当

た
る
奉
陵
州
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
孟
宗
の
治
世
も
半
ば
を
過
ぎ
た
重
煕
十
六
年
（
～
〇
四
七
）
、
鮮
碧
は
こ
の
懐
州
に
生
を
う
け
た
。
俗
姓
は
李
氏
。
父
の
名
を
従
道
、
母
を
楊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

氏
と
い
い
、
そ
の
先
は
太
宗
の
会
同
年
間
（
九
三
八
－
四
七
）
に
懐
州
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
燕
京
方
面
の
漢
人
と
見
ら
れ
る
。
学
問
的
素

養
を
有
す
る
夫
婦
で
、
と
く
に
母
の
楊
氏
は
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
鮮
演
に
対
し
て
儒
教
の
み
な
ら
ず
仏
教
の
典
籍
を
用
い
て
教
育
を
施

し
て
い
る
。
後
に
出
家
と
い
う
か
た
ち
で
具
体
化
す
る
鮮
演
の
仏
道
に
対
す
る
志
向
は
、
第
一
に
母
の
教
育
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。

　
鮮
演
は
儒
典
・
仏
典
の
さ
わ
り
を
教
わ
る
だ
け
で
こ
れ
に
長
じ
た
と
い
い
、
そ
の
非
凡
さ
は
た
ち
ま
ち
世
間
に
伝
わ
り
、
や
が
て
同
じ
く
懐
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州
を
出
身
と
す
る
上
京
平
常
寺
の
曲
師
大
師
（
法
諦
は
不
明
）
の
耳
に
届
い
た
。
開
龍
寺
は
「
鮮
演
墓
碑
」
が
出
土
し
た
林
東
鎮
北
郊
小
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

博
詩
評
一
帯
に
そ
の
所
在
地
が
比
定
さ
れ
る
。
本
寺
は
『
遼
史
』
巻
十
一
　
聖
宗
紀
　
泰
和
四
年
（
九
八
六
）
七
月
条
に
も
兇
え
て
い
る
。

　
辛
巳
、
捷
を
以
て
天
地
に
告
ぐ
。
宋
の
帰
命
せ
る
者
二
百
四
十
人
を
以
て
従
臣
に
分
賜
す
。
ま
た
敵
を
殺
す
こ
と
多
き
を
以
て
、
上
京
開
龍
門
に
黒
し
て
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
事
を
建
て
し
む
る
こ
と
一
月
、
僧
万
人
に
飯
す
。

　
北
宋
で
は
腹
案
三
年
に
当
た
る
こ
の
年
の
三
月
、
太
宗
趙
匡
義
は
、
北
に
対
峙
す
る
契
丹
の
君
主
の
聖
宗
が
即
位
し
て
ま
だ
日
が
浅
く
、
か

つ
年
少
－
当
時
十
六
歳
　
　
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
こ
に
攻
め
入
る
好
機
と
考
え
、
曹
彬
・
潜
美
・
田
重
進
ら
に
兵
を
与
え
て
河
北
・

山
西
の
諸
州
を
攻
略
さ
せ
た
。
侵
攻
を
う
け
た
契
丹
側
は
、
女
性
な
が
ら
軍
事
に
長
じ
た
承
天
皇
太
后
（
景
宗
亡
君
皇
后
蒲
燕
燕
）
が
実
子
の
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

宗
を
伴
っ
て
親
征
し
、
諸
将
の
活
躍
を
得
て
北
宋
軍
の
兵
靖
を
断
ち
、
大
い
に
こ
れ
を
撃
ち
破
っ
た
。

　
こ
の
戦
役
に
お
い
て
多
数
の
北
宋
将
兵
を
殺
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
聖
宗
は
開
宝
寺
に
詔
を
降
し
て
～
ヶ
月
に
わ
た
り
法
会
を
執
り
行
わ
せ
、

僧
一
万
人
に
施
飯
せ
し
め
て
い
る
。
「
今
次
の
法
会
は
北
宋
戦
没
将
兵
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
り
聖
宗
の
慈
徳
を
内
外
に
知
ら
し
め
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
会
は
極
め
て
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
催
行
を
可
能
と
し
た
開
龍
寺
が
相
応
の
規
模
を
誇
る
大

刹
に
し
て
、
か
つ
契
丹
帝
室
と
密
接
な
関
わ
り
を
有
す
る
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
太
師
大
師
は
右
に
述
べ
た
開
龍
車
に
住
し
、
な
お
か
つ
「
太
師
」
の
官
衝
を
帯
び
る
こ
と
か
ら
、
上
京
方
面
の
仏
教
界
に
重
き
を
な
し
た
有

力
僧
と
見
て
よ
い
。
「
鮮
演
墓
碑
」
に
よ
る
と
、
太
師
大
師
は
巷
に
広
ま
る
鮮
演
の
評
判
を
聞
く
や
、
自
ら
そ
の
居
家
に
赴
き
、
一
見
し
て
彼

の
資
質
を
見
抜
き
、
こ
れ
を
伴
っ
て
開
龍
寺
に
帰
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
鮮
演
の
仏
教
者
と
し
て
の
人
生
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
開
龍
寺
に
出
家
し
た
鮮
演
は
、
伊
欝
大
師
の
も
と
、
十
三
歳
で
得
度
し
、
同
時
に
具
足
戒
を
受
け
て
比
丘
と
な
っ
た
。
清
寧
五
年
（
一
〇
五

九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鮮
演
は
各
地
の
高
徳
に
参
ず
べ
く
開
龍
寺
を
離
れ
て
遊
行
に
出
る
。
彼
は
ま
ず
中
京
大
定
府
（
赤
峰
市
下
城

県
）
に
赴
き
、
つ
い
で
さ
ら
に
南
下
し
て
燕
京
（
北
京
市
）
に
入
っ
た
。
と
も
に
契
丹
滞
京
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
、
多
く
の
寺
院
が
軒
を
連
ね
、

仏
塔
が
讐
え
立
つ
国
内
屈
指
の
仏
教
都
市
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
に
お
い
て
如
何
な
る
僧
を
訪
ね
た
の
か
「
鮮
演
墓
碑
」
は
何
ら
語
る
と
こ
ろ
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が
な
い
が
、
こ
の
遊
行
は
鮮
演
の
学
問
的
基
盤
を
形
成
し
た
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鮮
演
は
遊
行
で
訪
れ
た
燕
京
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
転
機
を
迎
え
た
。
こ
の
地
に
お
い
て
日
々
講
席
に
臨
む
な
か
で
、
鮮
演
の
名
は
次
第
に
高

ま
り
、
秦
挙
国
大
長
公
主
す
な
わ
ち
聖
母
第
二
女
の
巌
母
墓
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
鮮
演
は
巌
母
董
に
請
わ
れ
て
燕
叢
竹
林
寺
の
講
主
に

就
任
し
た
の
で
あ
る
。

　
竹
林
寺
は
、
清
寧
八
年
（
一
〇
六
二
）
に
巌
母
董
が
燕
京
城
内
の
左
街
六
呂
坊
に
あ
っ
た
私
邸
を
施
し
て
改
め
、
道
宗
が
賜
額
し
た
寺
院
で

　
⑧
あ
る
。
空
母
董
の
母
は
聖
宗
欽
愛
皇
后
蒲
褥
斤
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
、
重
煕
十
八
年
（
一
〇
四
九
）
に
亡
き
夫
・
聖
宗
の
追
善
を
主
目
的
と

し
て
、
帝
の
陵
墓
（
慶
陵
）
の
奉
三
州
で
あ
る
慶
州
（
赤
峰
布
巴
林
右
難
語
博
日
嘆
岩
木
）
城
内
西
北
に
八
角
七
層
の
釈
迦
仏
舎
利
塔
を
建
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
ど
、
熱
心
な
仏
教
信
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
聖
宗
と
薫
褥
斤
の
問
に
は
い
ま
ひ
と
り
娘
が
い
た
。
第
三
女
の
塑
古
で
あ
る
。
彼
女
は
自
己
の
投
下
領
の
麓
州
（
阜
新
帯
阜
新
蒙
古
族
自
治
県

北
）
に
お
い
て
私
邸
を
施
し
て
宝
厳
寺
（
薬
師
院
）
を
建
て
、
州
内
で
は
「
薬
師
公
主
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
金
・
王
寂
『
遼
東
行
部
厚
臨
）
。
ま
た

清
流
五
年
（
一
〇
五
九
）
に
は
燕
京
城
内
の
巣
客
坊
に
あ
っ
た
私
邸
を
施
し
て
一
瓢
を
創
建
し
て
い
る
。
そ
の
建
立
に
あ
た
っ
て
は
道
宗
と
驚

徳
皇
后
瀟
観
音
（
塑
古
の
娘
）
が
助
成
し
、
落
成
す
る
や
帝
は
御
筆
を
振
る
っ
て
「
大
言
天
寺
」
と
賜
漏
し
た
。
本
寺
の
初
代
住
持
は
契
丹
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
あ
り
、
法
誰
を
志
智
と
い
う
。
瀟
褥
斤
の
弟
（
瀟
孝
穆
ま
た
は
薫
孝
恵
）
の
一
族
で
あ
る
。

　
巌
母
蔓
・
塑
古
姉
妹
の
仏
道
へ
の
志
向
は
、
父
の
聖
王
と
母
の
押
捺
斤
の
薫
陶
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
し
く
、
こ
の
姉
妹
と
岡
腹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

只
骨
（
興
宗
）
が
、
の
ち
に
崇
仏
皇
帝
と
し
て
名
を
馳
せ
た
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
。
当
時
の
契
丹
帝
室
が
家
族
ぐ
る
み
で
仏
教
を
信
奉
し
て
い

た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
道
宗
の
清
寧
年
間
以
後
、
燕
京
城
内
に
は
、
竹
林
寺
と
大
嵐
天
寺
と
い
う
巌
軍
士
・
塑
古
二
人
の
帝
室
女
性
の
邸
宅
を
前
身
と
す
る
勅
額
寺

院
が
並
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
鮮
演
は
こ
の
一
方
の
聖
主
を
任
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
当
時
二
十
歳
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
彼
に
と
っ
て

は
破
格
の
待
遇
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
は
、
公
演
本
人
の
力
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
が
上
京
仏
教
界
の
大
物
と
思
し
き
開
龍
骨

36　（754）



契丹（遼）後期政権下の学僧と仏教（藤原）

の
太
師
大
師
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
も
多
分
に
影
響
し
て
い
よ
う
。

　
竹
林
寺
の
講
主
を
つ
と
め
る
こ
と
一
年
余
、
鮮
演
の
評
判
を
耳
に
し
た
道
宗
は
、
彼
に
紫
衣
と
慈
恵
大
徳
号
を
賜
与
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
ろ
、
燕
京
に
は
『
釈
摩
詞
街
論
通
貫
疏
』
十
巻
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
学
僧
の
守
環
が
い
た
。
守
榛
も
ま
た
鮮
演
の
存
在
を
知
り
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
で
、
威
雍
三
年
（
｝
〇
六
七
）
に
燕
京
に
質
量
し
た
道
宗
に
対
し
て
盗
癖
を
推
薦
し
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
道

宗
は
鮮
演
を
上
京
雨
龍
寺
と
重
工
府
（
長
春
市
単
安
県
）
の
講
主
に
任
命
し
た
。
守
榛
が
道
宗
に
対
し
て
一
定
の
発
言
力
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
と
き
鮮
演
は
二
十
一
歳
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
後
、
鮮
演
は
教
学
研
究
に
打
ち
込
み
、
生
涯
に
多
数
の
著
作
を
生
み
出
し
た
。
「
鮮
演
墓
碑
」
に
は
、
『
仁
王
護
国
経
融
通
疏
』
『
菩

薩
戒
纂
要
急
』
『
唯
識
論
綴
奇
提
議
紗
価
『
花
厳
経
玄
談
決
択
記
』
『
摩
詞
術
論
顕
正
疏
』
『
菩
提
心
戒
』
『
三
宝
六
師
外
護
文
』
そ
し
て
諸
経
の

　
　
　
　
　
⑭

戒
本
を
掲
げ
る
。

　
『
仁
王
護
国
経
融
通
疏
』
は
護
国
経
典
と
し
て
名
高
い
唐
・
不
空
訳
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
瞼
の
研
究
書
で
あ
る
。
護
国
経
典
は
そ

の
性
質
か
ら
政
権
上
層
に
お
け
る
受
容
が
顕
著
と
な
る
。
た
と
え
ば
先
述
の
薫
七
二
が
建
立
し
た
慶
嘉
釈
迦
仏
舎
利
塔
の
相
輪
下
部
覆
鉢
内
に

は
数
多
の
仏
教
文
物
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
な
か
に
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
血
』
と
比
肩
す
る
護
国
経
典
『
金
光
明
経
』
の
駆
梅
を

見
出
せ
る
［
徳
・
張
・
韓
一
九
九
四
”
三
二
頁
］
。
本
仏
塔
は
聖
宗
の
追
善
供
養
を
主
目
的
と
す
る
一
方
、
鎮
護
国
家
の
功
能
も
期
待
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
契
丹
支
配
階
層
を
中
心
に
高
ま
る
仏
法
に
基
づ
く
護
国
思
想
。
塩
汁
が
本
書
を
著
し
た
背
景
に
は
、
か
か
る
状
況
が
浮
か
び

上
が
る
の
で
あ
る
。

　
『
菩
薩
戒
行
要
疏
』
と
『
菩
提
心
戒
』
お
よ
び
諸
経
の
戒
本
は
、
僧
俗
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
受
持
可
能
な
菩
薩
戒
に
関
わ
る
典
籍
で

　
⑮
あ
る
。
契
丹
に
お
い
て
は
菩
薩
戒
の
授
受
（
伝
戒
）
が
盛
行
し
て
い
た
［
古
松
二
〇
〇
六
C
］
。
当
時
の
学
僧
は
多
く
伝
戒
僧
で
も
あ
っ
た
。
旧

恩
も
道
宗
の
聖
旨
を
奉
じ
て
前
後
七
十
二
圓
に
わ
た
っ
て
戒
壇
を
開
き
、
数
多
の
人
々
に
菩
薩
戒
を
授
け
て
い
る
（
「
鮮
血
墓
碑
」
第
＋
八
行
）
。

『
菩
薩
戒
重
要
疏
』
以
下
の
著
作
は
、
鮮
演
が
菩
薩
戒
の
実
践
者
（
伝
戒
僧
）
で
あ
る
と
共
に
、
戒
学
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
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で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
『
唯
識
論
綴
垂
耳
異
心
』
は
唐
・
玄
能
訳
『
成
唯
識
論
』
の
研
究
書
と
見
ら
れ
る
。
契
丹
に
お
い
て
唯
識
（
法
相
）
学
は
華
厳
学
と
比
肩
す

る
地
位
を
得
て
お
り
、
燕
京
方
面
を
中
心
に
講
席
が
盛
ん
に
開
か
れ
る
な
ど
活
況
を
呈
し
て
い
た
［
竺
沙
二
〇
〇
〇
C
”
四
1
　
二
頁
］
。
こ
う
し

た
唯
識
学
の
第
一
人
者
が
『
弥
勒
上
生
経
朝
雲
』
や
『
同
・
会
古
通
今
文
』
な
ど
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
燕
京
潤
忠
寺
の
学
僧
・
詮
明
（
詮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

暁
）
で
あ
る
。
鮮
演
は
『
決
択
』
の
な
か
で
も
唯
識
学
の
重
要
性
を
明
確
に
説
い
て
お
り
、
こ
れ
は
第
一
章
に
触
れ
た
よ
う
に
彼
が
若
年
よ
り

唯
識
を
学
ん
で
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

　
『
花
厳
経
玄
談
決
択
記
』
す
な
わ
ち
『
決
択
』
は
唐
の
澄
観
が
著
し
た
『
華
厳
経
疏
』
の
巻
三
ま
で
と
、
そ
の
復
注
の
書
で
あ
る
『
華
厳
経

随
筆
演
義
紗
』
の
巻
十
五
ま
で
の
重
要
な
語
句
に
つ
い
て
解
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
［
木
村
一
九
八
○
一
＝
δ
六
頁
］
。
契
丹
仏
教
を
支
え
た

ひ
と
つ
の
大
き
な
柱
が
華
厳
学
、
と
く
に
澄
観
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
［
竺
沙
二
〇
〇
〇
A
］
、
野
望
の
華
厳
学
も

ま
た
そ
の
系
統
の
う
え
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
摩
詞
重
傷
顕
正
疏
』
は
挑
秦
・
筏
提
摩
多
型
『
釈
摩
詞
術
論
』
の
研
究
書
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
と
く
に
道
宗
朝
に
お
い
て
は
、
帝
自

身
の
志
向
を
含
め
て
、
『
釈
摩
詞
街
論
』
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
［
塚
本
～
九
七
五
“
五
一
五
－
五
一
九
頁
］
。
本
書
は
、
守
環
の
撰
し
た

『
釈
摩
詞
術
論
通
津
疏
』
、
覆
滅
難
山
崇
下
寺
の
志
福
の
撰
し
た
『
釈
優
遇
術
聖
上
玄
紗
』
、
そ
し
て
中
京
報
恩
伝
教
寺
の
法
理
の
撰
し
た
『
釈

摩
詞
術
論
賛
玄
疏
』
と
も
ど
も
契
丹
に
お
け
る
『
釈
摩
詞
街
論
』
研
究
の
盛
行
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
三
宝
六
師
外
護
文
』
に
つ
い
て
は
判
断
が
難
し
い
。
「
鮮
演
墓
碑
」
第
十
四
行
に
は
本
典
籍
を
「
万
行
の
深
を
笙
全
し
、
千
経
の
奥
を
筆

削
」
す
る
も
の
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
見
れ
ば
仏
法
の
要
諦
を
述
べ
た
論
説
の
類
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
鮮
演
の
各
著
作
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
の
存
在
は
、
鮮
演
の
学
問
が
、
契
丹
に
展
開
し
た
主
要
な
宗
派
・
思
想

を
網
羅
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
物
語
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
鮮
衣
は
大
安
五
年
（
一
〇
八
九
）
、
四
十
三
歳
の
と
き
に
円
通
悟
理
大
師
の
号
を
賜
り
、
こ
の
賜
号
の
五
年
後
、
大
安
十
年
（
一
〇
九
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四
）
冬
に
興
中
府
興
中
興
（
朝
陽
市
）
に
移
る
こ
と
を
奏
請
し
て
許
さ
れ
た
。
遷
住
の
動
機
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
薪
た
な
住
寺
も
特
定
で
き

な
い
。

　
壷
中
府
の
あ
た
り
は
、
聖
代
に
は
柳
城
、
唐
代
に
は
総
州
と
呼
ば
れ
、
四
世
紀
前
半
に
鮮
卑
系
の
慕
容
銑
（
前
燕
太
祖
）
が
こ
こ
に
都
を
置

い
て
以
来
、
遼
西
の
要
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
興
中
府
は
、
そ
の
南
に
接
す
る
大
凌
河
流
域
の
肥
沃
な
土
壌
と
、
遼
東
・
高
麗
方
面
と
上
京
・

中
京
・
南
京
方
面
を
結
ぶ
中
継
点
と
し
て
の
立
地
を
背
景
に
、
遼
西
随
一
の
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
。
現
在
の
朝
陽
市
城
区
内
に
屹
立
す
る
北

塔
と
南
丘
そ
し
て
郊
外
の
鳳
風
山
に
鐸
え
る
雲
接
寺
塔
と
そ
の
北
に
位
置
す
る
大
宝
塔
な
ど
布
域
内
に
す
が
た
を
と
ど
め
る
契
丹
時
代
の
堂
々
た

る
仏
塔
は
、
そ
の
創
建
・
鼻
面
を
支
え
た
興
中
府
官
民
の
高
い
資
力
を
知
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
本
府
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
盛
行
を
裏
付
け
る
。

　
興
中
府
内
外
に
は
寺
院
も
数
多
く
存
し
た
。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
和
龍
山
（
現
在
の
鳳
風
山
）
華
厳
寺
は
、
天
授
皇
帝
す
な
わ
ち
世
宗
・
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

律
兀
欲
（
在
位
九
四
七
－
五
一
）
の
建
立
し
た
寺
院
と
奮
わ
れ
る
。
道
宗
朝
に
お
い
て
は
、
『
華
厳
経
弁
疏
演
義
集
夏
干
』
六
巻
や
『
華
厳
経
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

疏
演
義
露
出
科
』
一
巻
の
撰
者
で
あ
る
華
厳
学
僧
の
道
弼
が
こ
こ
に
倶
し
て
い
た
。
当
時
の
華
厳
寺
が
こ
の
道
弼
の
も
と
に
海
中
府
方
面
に
お

け
る
華
厳
学
研
究
の
一
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
道
中
府
の
西
方
に
は
経
・
律
・
論
の
三
蓋
を
修
め
る
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

問
寺
と
し
て
の
性
格
を
も
2
二
学
寺
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
そ
の
～
端
が
う
か
が
え
る
如
く
、
興
中
速
一
帯
は
仏
教
学
研
究
の

盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
環
境
が
鮮
演
を
誘
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
意
中
府
へ
の
遷
住
か
ら
二
年
を
経
た
寿
昌
二
年
（
一
〇
九
六
）
、
鮮
演
は
崇
禄
大
夫
・
検
校
太
保
を
授
か
っ
た
。
と
き
に
五
十
歳
で
あ
る
。
こ

の
五
年
後
の
寿
昌
七
年
（
＝
〇
一
）
正
月
、
鮮
演
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
っ
た
道
宗
が
混
同
江
上
流
域
の
宿
営
地
に
崩
御
し
、
皇
孫
の
阿
果

が
即
位
、
乾
統
と
改
元
し
た
。
契
丹
最
後
の
皇
帝
と
な
っ
た
天
詐
帝
で
あ
る
。
天
為
帝
は
道
宗
の
薫
陶
も
あ
っ
て
か
、
祖
父
に
劣
ら
ぬ
崇
仏
者

で
あ
っ
た
。
帝
は
即
位
早
々
に
鮮
演
を
特
進
・
守
太
保
と
し
（
五
＋
五
歳
）
、
乾
統
六
年
（
＝
〇
六
）
に
は
特
進
・
守
太
傅
に
進
め
た
（
六
＋

歳
）
。
そ
の
六
年
後
、
天
慶
二
年
（
～
＝
二
）
に
至
っ
て
鮮
演
は
隠
居
し
た
。
そ
の
場
所
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
「
鮮
演
墓
碑
」
出
土
の
事

実
か
ら
見
て
、
上
京
の
開
龍
寺
に
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
八
年
（
＝
一
八
）
、
病
を
得
て
七
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。
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「
所
演
墓
碑
」
第
二
十
－
二
十
二
行
に
は
、
朝
里
の
「
蔭
を
承
く
者
」
と
し
て
、
門
人
の
親
弟
興
操
（
賜
紫
・
師
号
）
、
興
義
（
賜
紫
・
崇
禄
大

夫
・
鴻
臆
卿
）
、
興
密
、
興
智
、
寒
湿
（
以
上
、
賜
紫
・
徳
号
）
、
お
よ
び
俗
弟
亨
（
左
承
制
兼
監
察
御
史
）
、
俗
姪
永
晟
（
礼
賓
副
使
兼
殿
中
侍
御
史
）
、

俗
姪
永
安
、
俗
姪
永
寧
（
と
も
に
在
班
祇
候
）
の
名
を
挙
げ
る
。
ま
た
こ
れ
に
続
け
て
、
罫
書
四
年
（
…
一
〇
四
）
に
、
父
の
従
道
を
太
子
左
颯

衛
校
尉
に
、
母
の
楊
柳
を
弘
農
業
太
君
に
そ
れ
ぞ
れ
追
思
し
た
こ
と
を
記
す
。
契
丹
の
仏
僧
の
事
績
を
記
し
た
碑
刻
・
僧
伝
類
に
お
い
て
、
と

く
に
在
俗
の
親
族
に
対
す
る
恩
蔭
や
父
母
の
追
封
の
事
実
を
記
録
し
た
も
の
は
珍
し
い
。
こ
れ
が
当
時
の
高
位
僧
に
対
す
る
一
般
的
な
処
遇
で

あ
っ
た
の
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
と
も
あ
れ
鮮
碧
の
父
母
・
親
族
に
対
す
る
追
思
や
恩
麿
の
適
用
は
、
当
代
の
史
料
上
に
多
見
す
る
出
家

者
へ
の
俗
官
（
国
師
三
公
な
ど
）
授
与
の
事
例
と
共
に
、
官
制
の
影
響
下
に
あ
っ
た
当
時
の
仏
僧
の
立
場
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
「
鮮
麗
墓
碑
」
に
基
づ
き
鮮
演
の
事
績
を
概
観
し
た
。
こ
こ
に
は
契
丹
時
代
の
学
僧
の
特
徴
的
な
在
り
方
が
垣
間
見
え
て

お
り
、
次
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
い
。
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①
「
鮮
演
墓
碑
」
第
二
十
五
一
二
十
六
行
に
「
二
軸
六
紀
、
示
相
託
疾
、
時
過
七

　
旬
、
餌
霊
薬
以
無
徴
、
成
恵
身
而
有
恨
」
と
あ
る
。
一
紀
は
十
二
年
、
六
紀
で
七

　
十
二
年
、
示
寂
が
本
碑
の
刻
記
さ
れ
た
天
慶
八
年
（
～
～
～
八
）
で
あ
る
か
ら
、

　
寿
齢
七
十
二
で
逆
算
す
る
と
生
誕
は
重
煕
十
六
年
と
な
る
。

②
懐
州
は
太
祖
・
耶
律
隣
保
機
（
在
位
九
〇
七
－
二
六
）
が
天
賛
五
年
（
九
二

　
六
）
正
月
に
隆
落
さ
せ
た
渤
海
扶
余
城
の
自
民
を
移
し
て
築
い
た
も
の
で
、
会
同

　
年
間
に
燕
蕪
方
面
の
居
眠
を
掠
取
し
て
こ
こ
に
住
ま
わ
せ
た
（
糊
遼
史
渦
巻
三
七

　
地
理
志
　
懐
血
忌
）
。

③
一
九
八
七
年
六
月
に
当
該
地
域
に
お
い
て
「
開
龍
音
義
燈
」
の
五
字
を
墨
書
し

　
た
軽
重
も
出
土
し
て
い
る
［
王
事
〇
〇
一
一
一
四
四
頁
］
。
筆
者
は
一
δ
〇
七
年
に

　
現
地
を
訪
れ
た
が
、
墓
は
す
で
に
埋
め
戻
さ
れ
、
毒
院
玩
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き

　
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

④
「
辛
巳
、
以
捷
告
天
地
。
以
宋
帰
命
者
二
百
四
十
人
分
賜
従
臣
。
又
以
殺
敵
多
、

　
詔
上
京
開
豆
寺
建
仏
事
～
月
、
並
立
万
人
」

⑤
こ
の
戦
役
に
関
す
る
北
塾
側
の
記
事
は
凹
長
編
紬
巻
二
七
太
宗
雍
熈
三
年
条

　
に
見
え
る
。

⑥
契
丹
に
お
い
て
は
僧
侶
に
素
噺
三
公
や
崇
禄
大
央
な
ど
の
俗
官
を
授
け
る
こ
と

　
が
あ
り
、
こ
れ
は
興
宗
の
頃
よ
り
顕
著
と
な
る
。
『
契
丹
国
憲
』
巻
八
　
興
宗
紀

　
重
熈
十
年
（
一
〇
四
～
）
条
「
尤
重
浮
寝
法
、
僧
有
正
拝
薫
公
三
師
兼
政
事
令
者

　
凡
二
十
人
。
貴
勢
望
族
化
之
、
多
捨
男
女
為
僧
尼
」

⑦
具
足
戒
は
二
十
歳
で
受
け
る
こ
と
が
本
来
的
な
か
た
ち
で
あ
る
が
、
契
丹
で
は

　
二
十
歳
未
満
で
受
具
す
る
事
例
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
金
城
山
白
蜜
院
（
北
京
市

　
門
頭
溝
面
白
漫
寺
）
の
舞
岡
は
、
大
康
七
年
（
一
〇
八
一
）
に
十
五
歳
で
受
具
し

　
て
い
る
（
「
正
公
法
師
霊
銘
記
」
『
図
志
』
下
”
八
九
頁
）
。
宋
に
お
い
て
も
十
五
、

　
六
歳
で
具
足
戒
を
受
け
る
事
例
が
多
く
見
出
せ
る
と
い
う
［
竺
沙
二
〇
〇
〇
B
”

　
四
四
九
頁
］
。
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⑧
二
元
一
統
志
駈
巻
一
大
都
路
古
蹟
竹
林
寺
条
、
お
よ
び
朱
＝
九
八
七
日

　
五
六
頁
］
を
参
照
。

⑨
薫
褥
斤
に
よ
る
慶
州
釈
迦
仏
舎
利
塔
の
建
立
に
つ
い
て
は
古
松
［
二
〇
〇
六

　
△
を
参
照
。

⑲
燕
京
大
昊
天
寺
と
初
代
住
持
の
志
智
に
つ
い
て
は
古
松
［
二
〇
〇
六
B
”
四
七

　
－
五
〇
頁
］
を
参
照
。

⑪
興
宗
の
崇
仏
に
つ
い
て
は
谷
井
［
　
九
九
六
エ
五
九
一
～
七
三
頁
】
を
参
照
。

　
な
お
当
該
論
考
中
に
、
～
事
例
と
し
て
興
宗
の
受
菩
薩
戒
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
授

　
戒
師
を
非
濁
と
見
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
古
松
［
二
〇
〇

　
六
C
エ
五
頁
｝
も
指
摘
す
る
如
く
非
濁
の
師
の
澄
淵
で
あ
る
。

⑫
守
藤
は
噸
通
賛
疏
』
十
巻
の
ほ
か
に
も
噸
釈
摩
誕
術
論
㎞
の
研
究
書
と
し
て

　
『
通
賛
科
』
三
巻
と
一
通
賛
詞
科
㎞
　
一
巻
を
も
の
し
て
い
る
（
『
新
編
諸
宗
教
蔵

　
週
録
』
巻
石
）
。
「
鮮
演
墓
碑
」
第
十
一
行
に
見
え
る
「
通
賛
網
主
」
の
呼
称
は
、

　
上
記
の
彼
の
著
作
噌
通
賛
疏
臨
に
因
む
も
の
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
に
仏
宮
寺
釈

　
迦
塔
（
朔
州
市
応
県
に
在
り
　
通
称
「
応
県
木
塔
」
）
よ
り
発
現
し
た
契
丹
時
代

　
の
仏
教
典
籍
中
に
『
通
賛
疏
』
巻
十
と
咽
通
賛
疏
科
㎞
巻
下
が
見
出
せ
る
（
『
秘

　
蔵
』
二
八
九
…
三
一
二
頁
）
。

⑬
　
史
料
上
、
道
宗
の
燕
京
巡
行
は
清
寧
五
年
（
～
〇
五
九
）
十
月
と
成
雍
三
年

　
（
一
〇
六
七
）
九
月
の
両
次
が
確
認
さ
れ
る
（
『
遼
史
』
塁
壁
｝
、
巻
二
二
　
道

　
宗
紀
）
。
門
鮮
演
墓
碑
し
第
十
一
行
に
載
せ
る
道
宗
の
燕
京
巡
行
の
記
事
は
、
秦
楚

　
国
大
長
公
主
（
又
又
董
）
が
鮮
演
に
対
し
て
竹
林
寺
の
講
主
を
請
願
し
た
記
事
よ

　
り
後
に
位
置
す
る
た
め
、
当
然
こ
の
巡
行
の
時
期
は
竹
林
寺
の
創
建
（
清
寧
八

　
年
）
以
後
の
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
「
鮮
演
墓
碑
」
に
い
う
燕
京
巡
行
は
成
雍

　
三
年
目
月
の
も
の
を
指
す
と
判
断
で
き
る
。

⑭
こ
の
ほ
か
「
鮮
演
墓
碑
」
第
十
四
…
十
五
行
に
「
甥
厳
の
紗
文
を
刊
す
れ
ば

　
云
々
」
と
の
文
言
が
見
え
、
こ
の
「
細
管
の
紗
文
」
も
彼
の
著
作
で
あ
っ
た
可
能

　
性
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
榜
厳
」
と
は
主
に
禅
宗
に
重
ん
じ
ら
れ
て
流
布
し
た

　
唐
・
般
刺
蜜
字
訳
『
首
華
厳
経
』
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
禅
思
想
に
も
通
じ
て

　
い
た
鮮
演
が
［
木
村
一
九
八
○
一
三
～
七
－
三
一
八
頁
］
、
禅
宗
に
重
視
さ
れ
た

　
上
記
『
首
楊
厳
経
』
の
研
究
害
を
撰
述
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

⑮
書
題
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
菩
提
心
戒
」
は
密
教
の
行
者
が
入
籍
灌
頂
前
に
受

　
け
る
戒
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
契
丹
時
代
に
は
一
般
の
僧
俗
が
受
戒
可
能
な

　
菩
薩
戒
と
し
て
主
に
認
識
さ
れ
て
い
た
［
藤
原
二
〇
〇
九
］
。
諸
経
の
戒
本
と
は

　
主
要
な
菩
薩
戒
経
典
に
説
く
大
乗
戒
の
解
説
書
で
あ
ろ
う
。

⑯
「
唯
識
論
」
を
名
乗
る
典
籍
に
は
他
に
も
後
出
・
麗
曇
般
若
流
支
訳
魍
唯
識

　
二
輪
と
陳
・
真
諦
訳
魍
大
乗
唯
識
論
暁
が
あ
る
。
た
だ
し
上
演
が
噸
決
択
』
中
に

　
援
用
し
た
唯
識
学
の
理
解
が
旧
型
唯
識
論
㎏
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
い
た
こ
と
よ
り

　
見
れ
ば
［
木
村
一
九
八
○
日
三
一
六
i
三
一
七
頁
］
、
彼
の
著
噸
唯
識
論
搬
寄
提

　
羅
紗
㎞
は
『
成
唯
識
論
㎞
の
研
究
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
で
あ
ろ
う
。

⑰
『
決
択
蝕
巻
五
（
『
続
蔵
』
～
1
十
一
…
五
、
四
八
二
頁
右
下
）
「
法
相
要
義
、

　
不
可
不
知
。
願
諸
後
学
、
勿
倦
文
繁
扁

⑱
『
元
一
統
志
隔
巻
二
大
滑
込
古
蹟
条
門
華
厳
寺
。
遼
天
授
皇
帝
常
潤
和
龍
山
、

　
建
華
厳
寺
」

⑲
大
康
十
年
（
一
〇
八
四
）
「
重
修
古
塔
碑
記
残
文
」
（
鯉
遼
文
勧
四
〇
〇
頁
）
「
大

　
遼
下
中
十
和
龍
山
花
厳
寺
、
崇
禄
大
夫
守
司
空
悟
玄
通
患
大
師
占
奪
沙
門
道
弼
等
、

　
奉
幣
天
祐
皇
帝
万
歳
、
皇
族
・
於
官
・
父
母
・
師
僧
・
一
切
有
（
情
）
、
重
修
古

　
塔
、
載
安
舎
利
」
　
本
幕
は
朝
陽
響
岩
風
山
の
雲
霞
寺
塔
よ
り
発
現
し
た
も
の
で

　
あ
る
。
道
弼
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
は
竺
沙
［
二
〇
〇
〇
A
二
三
九
－
一
五
一

　
頁
］
を
参
照
。

⑳
大
定
七
年
（
＝
六
七
）
「
興
中
府
サ
銀
青
改
建
三
恥
辱
及
供
給
道
狼
千
人
邑

　
碑
銘
」
（
『
満
州
金
石
志
』
巻
三
）
「
迫
及
有
遼
建
三
学
寺
実
習
西
、
択
～
境
僧
行

　
清
高
者
為
綱
首
、
一
連
郡
経
・
律
・
論
学
優
者
為
三
法
師
、
遮
開
教
門
、
指
引
学

　
者
」
　
三
翼
翼
に
つ
い
て
は
古
松
［
二
〇
〇
六
C
”
八
一
九
頁
］
を
参
照
。
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第
三
章
学
僧
と
捺
鉢

　
「
鮮
演
墓
碑
」
第
十
五
－
十
七
行
に
は
鮮
演
と
道
宗
の
関
係
を
明
示
す
る
次
の
一
文
が
見
え
る
。

　
故
に
我
が
道
宗
、
聖
人
の
極
み
た
る
や
、
常
に
冬
夏
を
以
て
、
召
し
て
庭
闘
に
赴
か
し
め
、
玄
妙
を
事
蹟
し
、
便
宜
を
謀
議
す
。
た
だ
師
の
み
敷
揚
を
善
く

　
し
、
聴
覧
に
協
う
。

　
道
宗
は
冬
夏
両
年
に
お
い
て
鮮
演
を
宮
廷
に
召
し
出
し
、
彼
に
対
し
て
仏
法
の
深
奥
を
た
ず
ね
、
ま
た
政
務
上
の
方
策
を
議
し
た
と
い
う
。

　
ま
ず
「
便
宜
を
謀
議
す
」
と
の
文
言
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
仏
僧
が
政
権
の
枢
務
に
携
わ
っ
た
事
例
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
お
り
、

こ
の
一
文
に
う
か
が
え
る
、
政
治
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
の
鮮
演
の
立
場
を
事
実
無
根
の
虚
構
と
は
ね
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
現
段

階
で
こ
の
立
場
を
裏
付
け
る
具
体
的
事
例
は
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
彼
が
仏
法
の
み
な
ら
ず
世
俗
の
事
柄
に
関
し
て
も
道
宗
の
諮
問

に
応
え
得
る
だ
け
の
幅
広
い
識
見
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

　
本
題
と
の
関
わ
り
か
ら
重
要
と
な
る
の
は
、
冬
夏
両
季
に
お
け
る
鮮
演
の
宮
廷
召
致
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
重
鉢
」
の
存
在
に
留
意
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
契
丹
皇
帝
は
一
年
を
通
じ
て
都
城
に
生
活
す
る
の
で
は
な
く
、
皇
族
・
国
舅
族
・
臣
僚
た
ち
を
伴
い
、
季
節
毎
に
特
定
の

場
所
に
宿
営
し
、
帳
幕
に
起
居
し
た
。
こ
れ
を
捺
鉢
と
い
う
。
聖
宗
朝
以
降
、
主
要
宿
営
地
は
季
節
毎
に
ほ
ぼ
～
領
し
て
い
る
。
春
季
が
混
同

江
（
松
花
江
）
流
域
と
、
そ
の
上
流
の
挑
児
河
と
轍
江
の
合
す
る
魚
児
櫟
（
月
亮
泡
）
に
、
夏
季
が
聖
母
・
興
宗
・
道
宗
三
代
の
門
扉
陵
と
し
て

著
名
な
慶
陵
か
ら
さ
ら
に
北
に
わ
け
い
っ
た
永
安
山
方
面
に
、
秋
季
が
慶
州
西
境
の
諸
山
に
、
冬
季
が
シ
ラ
匪
ム
レ
ン
（
漬
河
）
と
う
オ
ハ
ー
ー

ム
レ
ン
（
老
恰
河
）
の
合
流
域
付
近
の
永
州
鵜
綜
淀
（
広
平
淀
、
赤
峰
市
早
牛
特
旗
新
本
莫
蘇
木
東
南
）
に
そ
れ
ぞ
れ
滞
在
す
る
こ
と
が
～
般
的
で

あ
っ
た
［
傅
一
九
八
四
］
。
道
宗
と
そ
の
次
の
天
藁
葺
が
、
治
下
の
諸
僧
を
冬
営
地
お
よ
び
夏
蝉
地
に
召
し
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
古
松

〔
二
〇
〇
六
C
二
九
…
二
〇
頁
］
が
指
摘
し
て
い
る
。
鮮
演
の
召
さ
れ
た
「
庭
竃
」
は
、
上
京
臨
横
軸
や
中
京
大
定
府
な
ど
の
都
城
内
の
も
の

で
は
な
く
、
上
掲
の
夏
営
地
と
冬
営
地
に
設
け
ら
れ
た
皇
帝
の
帳
幕
（
富
貴
）
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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注
目
さ
れ
る
の
が
、
宿
営
地
に
お
け
る
鮮
演
の
召
致
が
、
「
常
に
冬
夏
を
以
て
」
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
定
期
性
を
帯
び
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
彼
が
禽
龍
寺
と
黄
龍
府
の
講
中
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
（
「
鮮
演
墓
碑
」
第
十
一
行
）
と
も
密
接
に
関
わ
る
。

　
そ
も
そ
も
開
龍
寺
の
在
る
上
京
臨
潰
府
と
黄
龍
府
は
直
線
距
離
に
し
て
約
五
〇
〇
㎞
を
相
隔
て
て
お
り
、
一
般
的
に
見
て
両
地
域
に
お
け
る

講
評
の
兼
任
は
甚
だ
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
業
主
が
虚
街
な
い
し
そ
れ
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
鮮

演
が
実
際
に
長
骨
寺
に
居
た
こ
と
は
『
警
世
』
各
巻
冒
頭
の
記
名
お
よ
び
彼
の
墓
碑
が
本
寺
趾
よ
り
発
現
し
た
事
実
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
鮮
演

の
主
た
る
活
動
の
拠
点
は
本
寺
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
一
方
の
黄
龍
府
講
主
は
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
に
地
名
を
冠
す
る
講
主
の
事
例
は
他
に

確
認
さ
れ
ず
、
契
丹
一
代
を
通
じ
て
の
常
置
の
僧
職
と
は
思
え
な
い
。
類
例
が
無
い
た
め
詳
細
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
名
称
よ
り

推
察
す
る
に
、
黄
龍
府
所
在
諸
寺
院
の
僧
尼
が
参
加
す
る
講
会
を
掌
る
立
場
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
名
目
の
み
の
全
く
の
虚
街
と
断
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
さ
り
と
て
常
駐
を
要
す
る
繁
劇
の
職
と
も
見
な
し
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
創
建
当
初
に
は
「
皇
都
」
と
号
し
、
契
丹
の
首
邑
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
上
京
臨
横
言
。
こ
の
上
京
に
存
す
る
大
望
・
開
龍
寺
の
講
主
を

実
際
に
つ
と
め
る
鮮
演
が
、
本
筈
よ
り
地
格
の
下
が
る
黄
龍
府
の
翌
年
を
わ
ざ
わ
ざ
帯
び
た
こ
と
に
は
何
ら
か
の
意
味
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

通
常
は
上
京
の
開
帯
地
に
生
活
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
鮮
演
と
、
は
る
か
東
方
の
黄
龍
府
を
結
び
つ
け
る
も
の
は
何
か
。
先
述
の
如
く
鮮
演
が
冬

夏
毎
に
道
宗
の
も
と
に
召
さ
れ
、
い
わ
ば
一
年
を
通
じ
た
帝
の
捺
鉢
の
サ
イ
ク
ル
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
と
黄
龍
府
と

の
接
点
は
、
冬
営
地
の
若
君
淀
か
ら
春
営
地
の
混
同
江
方
面
に
至
る
道
宗
一
行
の
移
動
行
動
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
最
も
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

　
傅
鷹
九
八
四
］
に
収
め
る
「
糠
油
遊
幸
表
謹
補
」
に
よ
る
と
、
道
宗
が
同
　
年
次
に
混
同
江
と
魚
苗
櫟
の
両
地
域
に
宿
営
し
た
事
例
が
散

見
す
る
。
そ
こ
で
は
概
ね
混
同
江
の
名
が
日
程
的
に
先
に
現
れ
、
そ
の
後
に
本
河
上
流
の
魚
児
櫟
の
名
が
挙
が
る
。
つ
ま
り
道
宗
～
行
は
、
南

方
か
ら
北
行
し
て
混
同
江
に
接
近
し
、
本
丸
流
域
に
宿
営
し
た
後
、
こ
れ
を
遡
り
魚
児
櫟
に
赴
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
鵜
綜
淀
か
ら
混
同
江
・
魚
児
櫟
に
至
る
道
宗
一
行
の
移
動
ル
ー
ト
を
求
め
る
と
、
繭
綜
淀
か
ら
シ
ラ
ー
ー
ム
レ
ン
と
ラ
オ
ハ
睦
ム
レ
ン
が
合

し
て
注
ぎ
込
む
西
遼
河
に
沿
っ
て
東
行
し
、
現
在
の
開
平
県
・
通
遼
猛
毒
を
経
て
、
遼
源
市
付
近
で
道
を
東
北
に
と
り
、
伊
通
河
な
い
し
そ
の
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東
方
の
痩
馬
河
に
沿
う
か
た
ち
で
北
上
、
黄
龍
府
を
経
由
し
て
伊
欝
・
子
馬
両
河
の
注
ぎ
込
む
北
流
松
花
江
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
東
流
心
花
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
上
流
を
目
指
し
て
西
北
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
伊
懸
河
の
中
流
域
西
岸
に
位
置
す
る
黄
龍
府
は
、
契
丹
国
東
方
の
軍
事
拠
点
で
あ
り
、
か
つ
南
は
東
京
遼
陽
極
へ
、
西
は
上
京
臨
城
府
へ
、

北
は
混
同
江
か
ら
さ
ら
に
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
の
奥
地
へ
と
通
ず
る
交
通
の
要
衝
、
中
継
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
［
田
村
～
九
三
九
一
七
九
頁
、
項
二

〇
〇
七
一
四
〇
頁
］
。
道
宗
一
行
は
、
北
上
の
途
上
に
物
資
の
補
給
や
休
息
の
た
め
一
旦
黄
龍
華
に
入
る
か
、
本
府
近
郊
に
宿
営
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鮮
演
と
黄
龍
府
と
の
接
点
は
こ
こ
に
認
め
る
べ
き
で
、
す
な
わ
ち
彼
は
黄
龍
府
を
経
由
す
る
冬
営
地
か
ら
春
営
地

へ
の
移
動
に
摂
行
し
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
鮮
麗
が
黄
龍
府
滞
在
の
後
、
開
煙
寺
に
帰
還
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
道
宗
一
行
に
そ
の
ま

ま
随
伴
し
て
春
営
地
ま
で
赴
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
と
も
あ
れ
細
筆
府
講
主
の
肩
書
き
は
、
冬
営
地
か
ら
春
営
地
へ
の
鮮
演
の
膝
行
に

根
拠
（
あ
る
い
は
正
当
性
）
を
与
え
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
こ
れ
が
肩
書
き
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
、
鮮
演
の
従
行
が
単
発
的
な
も
の

で
は
な
く
一
定
の
頻
度
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
鮮
演
は
道
宗
の
召
致
に
応
じ
て
冬
夏
毎
に
宿
営
地
に
赴
き
、
と
く
に
冬
季

に
関
し
て
は
、
春
営
地
へ
の
移
動
時
ま
で
侍
側
期
間
の
食
い
込
む
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
当
時
は
宿
営
地
に
仏
僧
を
召
致
し
て
如
何
な
る
行
事
が
営
ま
れ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
古
松
［
二
〇
〇
六
C
］

の
言
及
が
あ
る
が
、
い
ま
改
め
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ω
　
門
皇
帝
に
よ
る
講
経
】
大
安
五
年
（
北
宋
・
一
管
祐
四
年
、
一
〇
八
九
）
秋
八
月
に
難
曲
国
生
辰
使
と
し
て
契
丹
に
入
朝
し
た
蘇
轍
の
言
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
よ
る
と
、
道
宗
は
夏
季
毎
に
五
京
の
諸
僧
お
よ
び
群
臣
を
宿
営
地
に
会
せ
し
め
、
自
ら
経
典
を
と
り
、
彼
ら
に
講
義
し
た
と
い
う
。
蘇
轍

　
　
が
使
い
し
た
時
点
で
は
、
す
で
に
弊
害
鉢
が
終
了
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
光
景
は
彼
自
身
が
実
際
に
目
に
し
た
も
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
な
く
、
契
丹
側
の
人
間
よ
り
聞
か
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
尤
も
釈
典
を
精
し
く
し
、
讃
・
序
・
疏
・
章
の
作
有
り
」
と
称
さ
れ
た

　
　
よ
う
に
仏
典
に
精
通
し
た
道
宗
な
れ
ば
こ
そ
の
行
動
と
一
欝
え
る
。

　
㈲
　
門
皇
帝
の
仏
法
聴
講
】
道
宗
は
召
致
僧
よ
り
仏
法
の
講
義
を
う
け
、
ま
た
彼
ら
と
議
論
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
前
述
ω
に
も
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う
か
が
え
る
帝
の
仏
法
に
対
す
る
深
い
理
解
は
、
こ
の
よ
う
な
行
動
の
な
か
で
培
わ
れ
た
も
の
と
雷
え
よ
う
。
個
別
事
例
を
挙
げ
る
と
、

　
　
本
章
冒
頭
に
見
た
通
り
、
道
宗
は
冬
夏
毎
に
鮮
演
を
宮
帳
に
呼
び
寄
せ
て
「
玄
妙
を
詞
貴
し
」
た
ほ
か
、
『
釈
信
念
術
論
賛
玄
能
』
の
撰

　
　
者
で
あ
る
法
悟
を
繰
り
返
し
宮
帳
内
に
侍
ら
せ
て
講
義
を
聞
き
、
さ
ら
に
燕
京
永
泰
寺
の
恒
策
を
冬
営
地
の
繭
綜
淀
に
召
し
出
し
、
彼
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
当
地
に
設
け
た
戒
壇
に
足
を
運
ん
で
問
法
し
て
い
る
。
ま
た
『
大
日
経
義
釈
演
密
紗
』
の
撰
者
で
あ
る
燕
京
円
福
寺
の
覚
苑
に
詔
を
降
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
て
講
会
を
開
か
せ
て
お
り
、
こ
れ
も
同
一
の
範
疇
に
包
括
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
陶
　
門
支
配
階
層
に
対
す
る
警
戒
】
契
丹
に
お
け
る
伝
毒
す
な
わ
ち
菩
薩
戒
授
受
は
、
皇
帝
を
は
じ
め
皇
族
や
大
臣
な
ど
支
配
階
層
を
巻
き

　
　
込
ん
で
盛
行
し
た
。
道
宗
は
燕
京
島
鞍
山
斗
聚
寺
の
法
輪
を
鵜
総
勢
の
宮
帳
に
招
い
て
受
戒
し
た
［
古
松
二
〇
〇
六
C
“
九
i
一
〇
頁
］
ほ

　
　
か
、
守
道
や
下
達
な
る
僧
を
同
様
に
冬
営
地
に
呼
び
寄
せ
て
宮
帳
の
内
殿
に
伝
戒
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
鮮
演
に
命
じ
て
行
わ
せ
た
前
後
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
十
二
圃
に
及
ぶ
前
軍
の
な
か
に
も
宿
営
地
宮
窪
に
お
け
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
天
柞
帝
も
即
位
早
々
に
燕
京
開
悟
寺

　
　
の
法
文
を
召
し
て
同
様
に
授
戒
さ
せ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
と
く
に
守
道
・
志
達
・
法
蹟
の
事
例
は
『
遼
史
』
中
に
見
え
る
も
の
で
あ

　
　
⑧

　
　
る
。
一
般
的
に
仏
教
に
関
わ
る
事
柄
を
書
き
と
め
る
こ
と
の
少
な
い
正
史
に
お
い
て
、
か
か
る
事
例
が
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

　
　
我
々
は
当
時
の
宿
営
地
宮
帳
に
お
け
る
伝
戒
の
盛
行
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
こ
の
宿
営
皇
宮
帳
の
伝
戒
に
関
わ
り
、
契
丹
皇
帝
が
治
下
の
伝
戒
僧
に
「
内
殿
戦
悔
主
」
と
い
う
肩
書
き
を
与
え
る
場
合
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
た
。
史
料
上
に
は
道
宗
朝
に
初
め
て
確
認
さ
れ
、
恒
策
と
正
慧
大
師
（
上
騰
不
明
）
が
帝
の
内
殿
機
長
主
を
つ
と
め
、
法
蹟
と
恒
簡
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
て
引
き
続
き
正
慧
大
師
が
天
酢
帝
の
内
殿
繊
悔
主
を
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
肩
書
き
は
宿
営
地
宮
帳
に
お
け
る
伝
戒
の
制
度
化
を
示
唆
す

　
　
る
も
の
と
し
て
甚
だ
興
味
深
い
。

　
以
上
に
示
し
た
ω
～
團
が
宿
営
地
に
お
け
る
下
僧
召
致
を
伴
う
主
要
行
事
と
し
て
吏
編
上
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
契
丹

皇
帝
と
大
臣
た
ち
が
国
政
お
よ
び
軍
事
行
動
を
議
し
て
決
定
を
下
す
冬
夏
両
季
の
宿
営
地
（
『
遼
野
曝
巻
三
二
　
営
衛
志
行
営
条
）
に
お
い
て
主
に

執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
道
宗
朝
以
降
に
、
仏
事
が
政
治
・
軍
事
と
共
に
政
権
の
枢
要
事
項
と
認
識
さ
れ
て
い
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。
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こ
こ
で
宿
営
地
に
お
け
る
野
僧
の
召
致
に
つ
い
て
、
と
く
に
学
僧
に
注
目
し
て
、
そ
の
持
つ
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
学
僧
に
と
っ
て
仏
法
が
精
緻
な
経
典
研
究
の
上
に
追
究
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
挨
た
な
い
。
彼
ら
は
経
典
・
論
書
（
お
よ

び
関
連
す
る
注
釈
書
な
ど
の
先
行
研
究
書
）
を
一
字
一
句
吟
味
し
、
解
釈
し
て
、
そ
の
所
説
の
深
奥
を
探
り
出
す
。
こ
う
し
て
得
た
知
見
を
自
己

理
解
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
は
、
「
利
他
」
を
本
質
と
す
る
大
乗
の
仏
徒
た
る
立
場
に
為
る
行
為
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼
ら
は
そ
の
知
見
を
も
っ

て
他
者
を
導
く
べ
く
活
動
す
る
。
そ
の
主
た
る
手
段
が
、
講
経
に
代
表
さ
れ
る
仏
法
の
対
面
講
義
　
　
か
り
に
「
講
法
」
と
称
す
　
　
で
あ
る
。

　
前
掲
ω
す
な
わ
ち
道
宗
に
よ
る
仏
法
聴
講
は
、
召
致
学
僧
の
立
場
で
見
れ
ば
帝
に
対
す
る
講
法
で
あ
る
。
講
法
を
受
け
持
つ
学
僧
の
力
量
が

最
高
権
力
者
た
る
道
宗
の
御
心
に
適
つ
た
と
き
、
そ
こ
に
彼
ら
の
本
分
に
関
わ
る
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
法
悟
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
に
見
え
る
。

　
し
ば
し
ば
内
殿
の
談
に
陪
い
、
深
く
中
農
の
旨
に
副
う
。
た
ま
た
ま
衆
請
に
因
り
手
写
に
達
す
る
を
獲
、
た
ち
ま
ち
特
に
楡
音
を
降
し
、
広
く
隠
義
を
求
め

　
し
む
。
是
の
由
に
精
ら
慧
器
を
難
い
、
密
か
に
詞
鋒
を
淳
ぎ
、
研
精
組
め
て
十
旬
を
僅
か
に
し
、
理
を
析
け
遂
に
五
巻
を
成
す
。
た
ま
た
ま
害
心
に
当
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
果
た
し
て
褒
称
せ
ら
れ
、
乃
ち
号
を
賜
い
て
賛
玄
疏
と
日
う
。

　
右
は
法
国
の
著
作
『
釈
摩
詞
術
論
賛
玄
疏
』
の
成
立
の
経
緯
を
述
べ
た
一
文
で
あ
る
。
道
宗
は
、
衆
人
（
主
に
僧
侶
で
あ
ろ
う
）
の
請
に
基
づ

き
、
法
源
に
『
釈
尊
詞
術
論
』
の
深
奥
の
義
理
を
求
め
る
こ
と
一
具
体
的
に
は
本
論
に
関
わ
る
研
究
書
の
撰
述
　
　
を
認
可
し
た
。
道
宗
を

こ
の
よ
う
に
促
し
た
も
の
は
、
帝
自
身
の
『
釈
摩
型
番
論
』
に
対
す
る
志
向
と
、
『
釈
摩
詞
術
論
』
研
究
者
と
し
て
の
法
覆
に
対
す
る
高
い
評

価
で
あ
ろ
う
。
右
文
冒
頭
の
「
し
ば
し
ば
内
殿
の
談
に
謡
い
、
深
く
中
震
の
旨
に
副
う
」
と
の
一
文
に
読
み
取
れ
る
如
く
、
道
宗
は
頻
繁
に
法

悟
を
起
爆
内
殿
に
召
し
入
れ
、
恐
ら
く
は
『
蘭
書
撃
壌
論
』
を
中
心
と
す
る
仏
法
談
議
を
行
う
な
か
で
、
己
を
満
足
さ
せ
る
臨
機
の
優
れ
た
学

識
を
実
感
し
て
い
た
。
法
学
に
よ
る
『
黒
幕
詞
術
論
』
の
研
究
書
撰
述
を
求
め
る
衆
人
の
請
が
道
宗
の
耳
に
達
す
る
や
、
帝
が
す
ぐ
さ
ま
こ
れ

に
応
え
て
法
悟
に
許
可
を
与
え
た
こ
と
は
、
衆
人
の
入
選
が
帝
自
身
の
感
覚
と
～
致
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
成
っ
た
法
悟
の
著

作
に
、
道
宗
は
『
釈
摩
荊
術
論
賛
玄
疏
』
の
名
を
賜
与
し
た
。
契
丹
皇
帝
が
賜
辞
し
た
書
で
あ
る
以
上
、
本
書
の
雛
印
は
政
権
レ
ベ
ル
で
行
わ
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⑫

れ
た
と
見
て
よ
い
。

　
覚
苑
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
著
『
大
日
経
義
釈
心
密
紗
』
の
自
序
に
、

　
叢
に
旨
を
温
く
し
、
夙
に
贋
書
を
促
し
、
袋
に
預
才
に
命
じ
て
、
秘
呪
を
宣
べ
し
む
。
…
…
大
康
三
年
、
忽
ち
論
旨
を
降
し
、
神
変
経
（
け
『
大
日
経
聴
）

　
の
疏
・
紗
・
科
を
進
め
し
め
ん
と
す
。
則
ち
密
教
司
南
の
時
至
る
な
り
。
是
に
お
い
て
膿
み
て
聖
澤
に
酬
い
、
兼
ね
て
輿
情
に
副
わ
ん
と
し
、
強
い
て
群
詮

　
を
掠
い
、
謬
り
て
斯
の
解
を
成
し
、
こ
れ
を
目
し
て
演
密
紗
と
闘
う
。
た
ま
た
ま
前
官
に
、
詔
あ
り
て
行
在
に
赴
き
、
面
奉
進
呈
す
る
に
、
勅
し
て
離
印
せ

　
　
⑬

　
し
む
。

と
あ
る
。
覚
苑
が
道
宗
の
命
に
よ
り
「
秘
呪
を
宣
べ
」
た
と
い
う
の
は
、
同
書
に
付
す
趙
孝
厳
の
引
引
に
言
及
さ
れ
る
と
お
り
、
帝
の
詔
に
よ

っ
て
彼
が
講
会
を
開
い
た
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
（
前
掲
②
参
照
）
。
「
糟
取
」
と
は
「
秘
密
呪
」
す
な
わ
ち
真
言
・
陀
羅
尼
の
こ
と
で
あ

り
、
転
じ
て
こ
れ
ら
に
象
徴
さ
れ
た
密
教
の
教
義
・
経
典
を
指
す
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
講
会
を
経
て
、
体
験
的
に
形
成
さ
れ
た
道
宗
の
覚

苑
に
対
す
る
評
価
が
、
の
ち
大
運
三
年
（
一
〇
七
七
）
に
、
帝
が
彼
に
対
し
て
『
大
日
経
』
研
究
書
の
撰
述
を
命
ず
る
ひ
と
つ
の
前
提
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
覚
苑
は
こ
の
と
き
に
撰
し
た
書
を
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
（
大
日
経
）
義
釈
演
耳
糞
』
と
題
し
、
冬
営
地
に
在

っ
た
道
宗
に
召
さ
れ
て
、
こ
れ
を
奏
呈
し
た
と
こ
ろ
、
帝
は
曝
し
て
本
書
を
雛
印
さ
せ
て
い
る
。

　
右
の
両
事
例
に
お
い
て
、
道
宗
が
宿
営
地
に
召
し
出
し
た
法
悟
と
具
足
の
講
法
を
受
け
た
結
果
と
し
て
、
両
入
に
命
じ
て
著
書
を
撰
述
さ
せ
、

こ
れ
ら
を
離
印
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
著
書
の
撰
述
と
雛
印
は
、
す
な
わ
ち
著
者
の
教
学
を
有
形
化
し
て
こ
れ
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
先
に
冬
夏
両
捺
鉢
の
宿
営
地
に

お
け
る
仏
事
挙
行
の
事
実
を
と
り
あ
げ
て
述
べ
た
通
り
、
道
宗
朝
以
降
に
お
い
て
仏
事
は
政
治
・
軍
事
と
共
に
政
権
の
枢
要
事
項
と
認
識
さ
れ

て
い
た
。
こ
こ
に
見
出
せ
る
政
権
と
仏
法
の
不
可
分
性
を
、
政
権
の
最
高
位
に
あ
る
道
宗
自
身
が
可
視
的
な
か
た
ち
で
表
明
し
た
も
の
こ
そ
、

帝
命
の
も
と
に
撰
述
・
雛
印
さ
せ
た
召
致
学
僧
の
著
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
当
該
著
書
の
読
者
は
崇
仏
の
在
俗
知
識
人
層
と
僧
尼
に
ほ
ぼ
限
ら

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
刊
行
を
道
宗
が
主
導
し
た
事
実
そ
の
も
の
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
自
国
の
学
僧
た
ち
の
優
れ
た
教
学
を
見
出
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⑭

し
て
か
た
ち
を
与
え
、
こ
れ
を
国
内
に
（
場
合
に
よ
っ
て
は
国
外
に
も
）
流
通
さ
せ
る
こ
と
は
、
「
菩
薩
国
王
」
と
讃
え
ら
れ
る
な
ど
、
仏
法
を

も
っ
て
臣
民
を
導
く
君
主
と
見
な
さ
れ
て
い
た
道
宗
が
つ
と
め
る
べ
き
行
為
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
ま
た
召
致
学
僧
の
側
に
と
っ
て
も
道
宗
の
命
に
よ
る
著
書
の
撰
述
と
離
印
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
帝
の
権
威
と
政
権
レ
ベ
ル
の
事
業
と
し

て
の
規
模
を
背
景
に
、
自
己
の
教
学
の
広
域
的
通
行
と
そ
の
所
説
へ
の
注
目
を
促
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
鮮
演
に
関
し
て
も
、
道
宗
に
対
す
る
そ
の
侍
側
の
頻
度
と
期
間
を
考
慮
す
る
と
、
「
男
芸
墓
碑
」
に
列
挙
さ
れ
た
彼
の
著
作
の
な
か
に

政
権
の
支
援
下
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
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①
『
遼
史
』
巻
三
七
地
理
志
上
京
臨
平
癒
条
「
…
神
舞
三
年
城
之
、
名
日
皇

　
都
。
天
顕
十
三
年
、
幽
幽
上
京
、
府
立
臨
漬
」

②
地
理
的
状
況
よ
り
考
え
て
、
田
村
ロ
九
三
九
　
七
九
一
八
○
頁
］
が
そ
の
存

　
在
を
指
摘
す
る
、
上
京
と
黄
門
府
を
結
ぶ
大
路
（
上
京
－
黄
龍
府
路
）
を
途
中
ま

　
で
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
本
論
中
に
示
し
た
鵜
綜
淀
か
ら
黄
龍
門
ま
で
の
ル
ー

　
ト
は
本
楯
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
『
信
証
集
魅
巻
四
二
藤
岡
還
論
北
辺
幕
議
子
「
北
朝
皇
帝
好
仏
法
、
能
自
講

　
其
害
。
毎
夏
季
軌
会
諸
京
僧
徒
及
其
群
臣
、
執
里
親
講
」

④
覚
苑
隅
大
日
経
義
釈
演
密
紗
輪
自
序
。
史
料
上
に
確
認
さ
れ
る
道
宗
の
述
作
と

　
し
て
は
隅
華
厳
経
随
品
評
無
十
巻
と
『
発
菩
提
心
諸
本
』
二
巻
が
あ
り
（
㎎
新
編

　
諸
宗
教
蔵
総
録
』
巻
こ
、
こ
の
ほ
か
魍
聖
戦
詞
彷
論
』
に
も
注
釈
を
施
し
て
い

　
る
（
㎎
釈
上
巳
街
論
賛
玄
疏
臨
音
引
門
下
上
髭
」
「
四
囲
」
）
。

⑤
『
釈
摩
詞
術
論
賛
玄
疏
駈
自
序
「
法
悟
、
畳
本
中
詔
、
侍
講
内
庭
」
『
遼
史
』

　
巻
六
八
　
遊
幸
表
　
寿
昌
二
年
（
一
〇
九
六
）
十
一
月
「
幸
沙
門
十
全
戒
壇
、
問

　
仏
法
」
後
者
の
記
事
に
関
し
て
、
寿
昌
二
年
十
月
十
二
日
に
道
宗
～
行
は
鵜
綜
淀

　
に
宿
営
し
て
い
る
た
め
（
噸
遼
史
㎞
巻
二
六
　
道
宗
紀
）
、
帝
が
翌
十
一
月
に
問
法

　
の
た
め
に
赴
い
た
恒
策
の
戒
壇
は
、
こ
の
冬
営
地
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

　
れ
る
。
腎
虚
は
守
藻
の
門
入
。
房
山
石
経
の
翻
刻
事
業
に
携
わ
っ
た
人
物
と
し
て

　
知
ら
れ
る
。
道
宗
よ
り
逓
理
大
師
号
を
賜
り
、
内
殿
繊
三
主
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
事

　
績
は
天
慶
五
年
（
一
一
～
五
）
「
大
安
山
延
宝
寺
観
音
堂
記
」
（
『
図
志
軸
上
”
一

　
五
一
頁
）
に
載
せ
る
。

⑥
『
大
日
経
義
山
草
下
図
臨
芋
竃
線
引
文
門
詔
開
講
会
、
最
上
乗
編
章
理
、
由
此

　
発
揚
偏

⑦
「
鮮
演
墓
碑
」
第
十
八
行
に
「
奉
旨
開
壇
、
七
十
有
二
、
応
根
度
衆
、
億
兆
有

　
余
。
北
闘
名
高
、
西
楼
器
重
」
と
い
い
、
鮮
演
の
雨
垂
の
事
実
に
続
け
て
「
北

　
閾
」
に
お
け
る
彼
の
名
の
高
ま
り
を
述
べ
る
。
こ
の
「
北
閉
」
に
つ
い
て
、
原
碑

　
で
は
「
北
」
字
の
上
に
空
格
が
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
れ
が
道
宗
の
在
所
、
す
な
わ
ち

　
宿
営
地
の
宮
門
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
鮮
演
が
宿
営
地
坪
帳
に
伝
戒
し

　
た
結
果
、
こ
こ
に
彼
の
名
が
高
ま
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
『
遼
史
睡
巻
二
四
道
宗
紀
大
国
五
年
（
～
〇
七
九
）
十
一
月
条
「
丁
丑
、

　
召
沙
門
守
道
、
開
壇
子
内
殿
」
同
書
巻
二
六
　
道
宗
難
題
昌
六
年
（
｝
一
〇

　
〇
）
十
一
月
条
「
日
子
、
召
医
巫
闘
山
僧
志
達
、
設
壇
於
内
殿
扁
同
書
巻
二
七

　
懸
紐
帝
紀
　
乾
統
元
年
（
＝
○
一
）
三
月
条
門
甲
戌
、
思
量
法
顧
、
放
戒
予
内

　
庭
」
天
酢
帝
紀
に
見
え
る
「
法
上
」
が
「
法
蹴
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に

　
古
松
［
二
〇
〇
六
C
二
八
頁
］
が
指
摘
し
て
い
る
。
守
道
と
志
達
の
両
僧
は
僧

　
伝
の
類
が
存
在
せ
ず
、
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
法
麟
に
つ
い
て
は
前
掲
「
大
安
山
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延
福
寺
観
音
堂
記
」
に
事
績
を
収
め
る
。
な
お
、
こ
の
法
蹴
の
伝
戒
の
み
三
月
す

　
な
わ
ち
春
繁
藤
（
混
同
江
上
流
域
）
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
今
次
の
伝
戒
は
、

　
古
松
［
二
〇
〇
六
C
二
八
一
一
九
頁
］
が
推
量
す
る
如
く
道
宗
の
追
善
供
養
の

　
要
素
も
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
積
極
的
に
は
天
酢
帝
が
菩
薩
戒
経
典
の
所

　
説
に
基
づ
き
自
ら
の
即
位
を
仏
法
に
よ
っ
て
擁
護
す
べ
く
実
行
し
た
も
の
と
考
え

　
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

⑨
【
恒
策
】
前
掲
「
大
安
山
延
福
寺
観
音
堂
記
」
門
主
上
聞
風
、
宣
請
為
内
殿
幟

　
悔
・
王
。
…
…
度
菩
薩
戒
弟
子
一
伯
五
十
余
万
、
皇
儲
已
下
及
百
官
等
八
十
余
人
、

　
公
主
・
国
妃
已
下
等
五
十
余
人
、
井
具
象
師
、
善
字
訓
名
」
【
正
慧
大
師
】
天
慶

　
六
年
（
一
一
…
六
）
「
統
…
繭
示
・
水
泰
寺
患
ホ
禄
大
夫
野
心
校
陸
尉
伝
曲
音
伸
陵
戒
熾
悔
正
輔
慧
大

　
師
遺
行
霊
塔
記
」
（
糊
開
拓
㎞
四
五
一
一
四
六
頁
）
「
普
設
義
壇
、
所
度
之
衆
、
数

　
過
酷
百
余
万
、
逓
済
貧
人
、
約
二
十
余
億
□
口
□
両
朝
戯
主
、
二
帝
凝
鮒
、
名
震

　
四
方
、
徳
彰
八
表
」
後
者
の
史
料
に
は
正
慧
大
師
を
内
殿
繊
悔
主
と
は
明
記
し
な

　
い
。
た
だ
天
慶
四
年
（
一
＝
四
）
「
沙
門
積
翠
等
量
先
師
造
影
瞳
記
」
（
『
遼

　
文
』
六
四
三
…
六
四
四
頁
）
に
「
帝
統
初
元
、
自
永
泰
寺
内
殿
催
主
検
校
太
尉
正

　
恵
大
師
、
大
關
無
風
、
選
者
草
堰
」
と
あ
る
。
師
号
を
「
正
恵
」
と
す
る
が
、
住

　
寺
と
官
街
が
～
致
し
て
お
り
（
門
二
重
大
師
遺
行
霊
塔
記
」
表
題
参
照
）
、
こ
の
人

　
物
が
正
慧
大
師
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
正
慧
大
師
は
天
酢
帝
即
位
当
初
の

　
乾
統
元
年
（
一
一
〇
一
）
に
内
殿
繊
弱
主
を
帯
び
て
い
る
。
「
正
慧
大
師
遺
行
霊

　
下
記
」
に
「
両
朝
蓋
置
、
二
明
証
師
｝
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
肩
書
き
は
す
で

　
に
道
宗
朝
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

⑳
【
法
蹟
】
前
掲
「
大
安
山
延
福
寺
観
音
堂
記
」
「
当
今
天
酢
皇
帝
、
宣
講
為
内

　
殿
繊
悔
主
、
加
特
進
・
守
楽
師
・
輔
国
通
円
之
号
」
【
恒
簡
】
同
上
碑
陰
「
主
上

　
聞
事
、
宣
請
而
至
、
親
為
勲
賞
、
並
置
道
器
、
□
親
九
□
。
請
為
内
殿
幟
悔
主
、

　
特
認
欝
欝
、
加
検
校
太
師
・
通
訳
黒
髭
漏

⑪
　
　
魍
釈
訳
詞
街
論
賛
玄
疏
』
耶
律
孝
傑
引
文
「
屡
陪
内
殿
型
置
、
深
部
中
震
之
旨
。

　
会
因
群
書
、
熟
達
聡
聞
、
絶
唱
降
等
喩
音
、
稗
広
求
於
隠
義
。
二
相
精
溝
慧
器
、

　
密
淳
詞
鋒
、
研
精
甫
洋
品
十
旬
、
年
寿
諸
等
於
五
巻
。
適
当
進
言
、
悪
血
褒
称
、

　
乃
傷
寒
日
華
玄
疏
」

⑫
志
福
は
釈
摩
訂
街
論
の
紗
文
（
『
釈
摩
訂
術
論
通
玄
妙
』
）
を
撰
述
し
、
本
書
が

　
完
成
す
る
と
道
宗
に
奏
呈
し
、
そ
の
雛
印
・
通
行
お
よ
び
書
名
を
含
め
た
引
文
の

　
下
賜
を
請
う
て
い
る
（
州
通
追
奪
臨
道
宗
御
製
引
文
）
。
こ
の
事
例
は
、
道
宗
の
賜

　
名
を
前
提
と
す
る
典
籍
が
、
著
者
の
奏
請
と
い
う
過
程
を
経
て
、
政
権
に
よ
っ
て

　
刊
行
さ
れ
て
い
た
状
況
を
示
唆
す
る
。

⑬
『
大
日
経
義
釈
演
密
紗
㎞
自
序
「
干
弦
蓬
旨
、
画
工
震
懐
、
髪
命
碩
才
、
傳
宜

　
秘
呪
。
…
大
康
三
年
、
門
門
総
旨
、
王
覇
神
変
経
疏
・
紗
・
科
。
親
密
教
司
南
時

　
至
　
。
於
是
認
酬
密
命
、
頭
語
古
情
、
強
披
講
詮
、
謬
書
誌
解
、
目
滞
日
演
密
紗
。

　
会
総
轄
冬
、
詔
赴
行
在
、
面
恥
進
呈
、
勅
令
離
印
」

⑭
道
殿
隅
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
㎞
巻
下
門
今
居
宋
法
之
中
、
買
値
天
佑
皇
帝
菩

　
薩
国
王
。
率
土
之
内
流
通
二
色
、
一
介
微
僧
幸
得
遭
逢
」

⑮
野
天
鎮
県
門
㎞
（
鞍
置
四
年
刻
本
、
中
国
科
学
院
図
書
館
馴
者
見
中
国
地
方
志

　
彙
刊
腕
四
　
中
国
書
店
　
一
九
九
二
年
）
巻
筆
　
芸
文
上
　
所
収
の
大
康
十
年

　
（
一
〇
八
四
）
「
重
修
桑
乾
掛
橋
記
」
に
よ
る
と
、
西
京
僧
録
の
崇
雅
が
桑
乾
河

　
某
所
に
架
か
る
橋
の
架
け
替
え
を
図
り
、
そ
の
資
金
調
達
を
目
的
と
し
て
、
道
宗

　
よ
り
下
賜
さ
れ
た
御
製
『
発
菩
提
心
戒
本
輪
を
用
い
て
伝
戒
を
試
み
た
と
こ
ろ
、

　
数
多
の
僧
尼
が
受
戒
に
応
じ
、
多
額
の
施
用
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
伝
戒
の

　
成
功
は
御
製
『
戒
本
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
も
っ
て
当
時
の
仏
教
界
に
道

　
宗
の
権
威
が
強
く
作
用
し
て
い
た
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
章
　
鮮
演
の
著
作
と
高
麗
義
天
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『
決
択
』
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
の
著
作
を
も
の
し
た
鮮
演
の
存
在
は
、
隣
国
の
高
麗
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
「
鮮
演
墓
碑
」
第
十
五
行

に
は
次
の
一
文
が
見
え
る
。

　
是
の
故
に
高
麗
外
邦
、
僧
統
傾
心
し
、
大
遼
中
国
、
師
徒
麹
首
す
。

　
上
皇
と
は
高
麗
の
祐
世
譜
労
す
な
わ
ち
義
倉
の
こ
と
で
あ
る
。
文
宗
（
在
位
一
〇
四
七
－
八
二
）
の
第
四
子
で
あ
る
義
天
は
、
宣
宗
二
年
（
｝

○
八
五
）
に
入
宋
、
江
南
華
厳
宗
の
中
興
の
祖
た
る
浄
源
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
の
高
僧
に
参
じ
、
帰
国
後
は
興
王
寺
に
住
し
て
教
雲
叢
監
を

設
け
、
契
丹
・
北
勢
・
日
本
よ
り
広
く
仏
教
典
籍
を
求
め
た
。
こ
の
と
き
に
収
集
し
た
典
籍
の
目
録
と
し
て
『
下
編
諸
宗
教
蔵
総
量
』
を
編
み
、

ま
た
国
内
の
既
存
典
籍
と
併
せ
て
『
高
麗
続
蔵
経
』
を
刊
行
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
対
外
的
に
仏
典
を
求
め
て
い
た
二
天
は
主
演
に
も
関
心
を
示
し
、
そ
の
著
作
を
所
望
す
る
に
至
っ
た
。
『
決
択
』
は
悪
天
が
入
手
し
た
鮮
演

の
著
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
書
は
義
塾
が
住
持
し
教
蔵
王
監
が
置
か
れ
た
興
王
寺
に
お
い
て
、
寿
昌
二
年
（
　
〇
九
六
）
に
『
地
蔵
』
の
一

部
と
し
て
雛
印
さ
れ
て
い
る
（
第
～
章
註
⑤
参
照
）
。
こ
の
年
次
以
前
に
義
天
が
『
決
択
』
を
手
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
ほ
か
鮮
演
の
著
作
が
義
天
の
手
元
に
渡
っ
た
こ
と
を
示
す
注
目
す
べ
き
史
料
と
し
て
『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
八
所
収
の
「
大
量
御
史
中

丞
耶
律
思
斉
書
　
第
三
通
」
（
以
下
「
第
三
通
」
と
略
記
）
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
夙
に
大
屋
徳
城
が
雷
及
す
る
も
、
文
面
の
難
解
さ

ゆ
え
に
内
容
に
は
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
［
大
屋
～
九
八
八
一
三
三
頁
］
、
の
ち
に
こ
れ
を
と
り
あ
げ
た
王
承
接
と
李
亜
泉
も
同
様
の
状
況
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
［
王
・
無
二
〇
〇
一
一
五
九
－
六
一
頁
］
。
ゆ
え
に
本
章
で
は
改
め
て
「
第
三
通
」
の
読
解
と
内
容
の
分
析
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
当
時
の
契
丹
と
高
麗
の
問
に
お
け
る
仏
教
文
化
交
流
の
具
体
例
を
提
示
し
た
い
。

　
「
第
三
通
」
の
表
題
に
見
え
る
耶
律
甘
干
は
、
寿
昌
三
年
（
高
麗
・
事
忌
二
年
　
　
〇
九
七
）
十
二
月
に
高
麗
国
王
（
粛
宗
）
冊
立
の
使
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
入
麗
し
た
人
物
で
、
当
時
は
「
臨
海
軍
節
度
使
・
検
校
太
傅
兼
御
史
中
盤
」
の
肩
書
き
を
帯
び
て
い
た
。
『
遼
史
』
に
は
立
伝
さ
れ
て
い
な
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い
。
『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
八
に
は
耶
律
思
斉
が
義
心
に
宛
て
た
書
簡
三
通
を
収
め
る
。
こ
れ
ら
が
受
信
順
に
序
数
詞
を
付
し
て
移
録
・
排
列

さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
第
三
通
」
は
時
間
的
に
最
も
新
し
い
も
の
と
な
る
。

　
ま
ず
「
第
三
通
」
に
先
立
つ
二
男
の
書
簡
（
「
第
一
通
」
「
第
二
通
」
と
略
記
）
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
第
一
通
」
は
義
甲
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

思
慕
の
念
と
惜
別
の
情
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
上
、
耶
律
愚
意
が
義
天
と
直
接
面
識
を
も
っ
た
と
思
し
き
機
会
は
、
上
述
の
寿
昌
三
年

十
二
月
の
入
麗
時
以
外
に
は
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
時
に
両
者
は
知
り
合
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
当
時
、
義
天
は
契
丹
国
内
で
も
著
名
な
存
在
で
あ
り
、
契
丹
の
使
者
が
入
貢
す
る
と
、
み
な
請
う
て
義
天
に
参
拝
し
、
高
麗
の
使
者
が
契
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
至
る
と
、
必
ず
義
天
の
安
否
を
尋
ね
た
と
い
う
。
耶
律
思
斉
と
は
別
の
時
期
に
使
者
と
し
て
高
麗
に
赴
い
た
霊
活
な
る
人
物
が
、
義
金
の
住

し
た
興
王
寺
の
小
鐘
の
見
事
さ
を
賛
美
し
、
こ
れ
を
聞
い
た
義
天
が
玉
響
に
対
し
て
こ
の
鐘
を
道
宗
に
献
上
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
の
話
が

　
④
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
入
麗
し
た
契
丹
の
使
者
が
義
天
の
も
と
に
参
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

　
耶
律
思
斉
も
落
主
と
同
様
に
興
王
寺
に
赴
い
て
義
天
に
ま
み
え
、
そ
の
人
物
に
触
れ
る
な
か
で
、
彼
を
仰
慕
す
る
に
至
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
文
面
か
ら
は
義
天
を
崇
敬
し
彼
と
の
離
別
を
悲
し
む
耶
律
思
斉
の
心
の
う
ち
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
。
本
書
簡
は
耶
海
面
斉
が
使
者

と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
帰
国
す
る
際
に
、
あ
る
い
は
帰
国
後
ほ
ど
な
く
し
て
、
し
た
た
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
耶
律
思
斉
の
帰
国
は
寿
昌
四
年
（
一
〇
九
八
）
春
と
推
測
さ
れ
［
王
・
李
二
〇
〇
＝
六
〇
頁
］
、
義
天
は
乾
統
元
年
（
＝
○
～
）
十
月
に

示
寂
し
て
い
る
た
め
、
「
第
一
通
」
以
下
の
三
通
の
書
簡
は
、
こ
の
約
四
年
の
期
間
に
届
け
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
「
第
二
通
」
は
雨
天
よ
り
仏
教
典
籍
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
返
礼
の
書
簡
で
あ
る
。
義
天
が
い
か
な
る
典
籍
を
耶
律
思
斉
に
贈
呈
し
た

の
か
、
そ
の
具
体
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
思
斉
は
そ
れ
ら
を
「
西
倉
の
玄
風
」
お
よ
び
「
南
宗
の
密
々
」
と
い
う
文
言
で
表
現
し
て
い

る
。
ま
ず
後
者
の
「
南
宗
の
丸
印
」
は
中
国
禅
の
南
北
棚
曇
の
う
ち
曹
渓
万
能
を
祖
と
し
荷
沢
神
田
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
南
宗
禅
の
関
連
典

籍
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
契
丹
に
お
い
て
は
、
慧
能
の
著
し
た
『
六
祖
堂
経
』
や
南
宗
禅
の
由
来
を
説
く
智
将
の
『
宝
林
伝
』
を
、
道
宗
が
偽

薬
の
書
と
し
て
焚
殿
す
る
な
ど
［
竺
沙
二
〇
〇
〇
D
二
〇
二
頁
］
、
南
宗
禅
は
異
端
視
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
契
丹
国
内
に
南
宗
禅
典
籍
が
大
々
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的
に
通
行
し
て
い
た
と
は
思
え
ず
、
義
天
は
こ
の
よ
う
な
事
情
を
汲
ん
で
高
麗
国
内
に
存
し
た
当
該
典
籍
（
義
義
自
身
が
北
角
か
ら
入
手
し
た
も

の
か
）
を
贈
呈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
曲
律
思
斉
が
契
丹
国
内
に
入
手
困
難
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
自
ら
所
望
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
う
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
前
者
の
「
西
竺
の
玄
風
」
に
つ
い
て
も
契
丹
に
お
い
て
希
少
な
い
し
未
見
の
仏
教
典
籍
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
あ
る
い
は
義
天
が
持
ち
帰
っ
た
北
宋
の
新
訳
経
典
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
本
題
の
「
第
三
通
」
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
で
は
い
さ
さ
か
意
味
が
と
り
に
く
い
た
め
、
こ
の
史
料
の
み
日
本
語
訳
し
た
も
の
を
次

に
掲
げ
る
。

　
前
の
書
簡
の
な
か
で
、
鮮
血
大
師
に
章
疏
を
撰
集
さ
せ
る
こ
と
を
お
求
め
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
前
回
宮
帳
に
到
っ
た
お
り
、
す
ぐ
に
大
仁
恵
提
点
と
と
も

　
　
に
奏
上
い
た
し
ま
し
た
。
皇
帝
の
聖
旨
が
あ
り
「
次
の
冬
に
諸
大
師
た
ち
が
や
っ
て
来
る
の
を
待
ち
、
再
び
奏
上
せ
よ
」
と
の
仰
せ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
大

　
仁
恵
に
事
が
あ
り
、
現
在
ま
で
行
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
い
ま
家
兄
の
王
華
が
副
提
点
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
再
び
ゆ
く
の
を
ま
っ
て
、
き
っ

　
と
諸
事
終
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
太
師
の
智
信
大
師
に
つ
き
ま
し
て
は
健
や
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
が
撰
集
し
た
教
義
は
、
新
た
に
す
で
に
奏
上
し

　
　
て
離
印
・
流
通
し
て
い
ま
す
。
わ
た
く
し
が
慮
り
ま
す
に
以
前
の
草
稿
に
疎
漏
や
誤
り
が
あ
り
、
ま
た
新
し
く
雛
印
し
た
も
の
を
持
っ
て
参
り
ま
し
た
。
太

　
保
の
鮮
演
大
師
も
ま
た
健
や
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
記
文
は
か
の
地
で
離
印
し
て
進
呈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
に
ま
た
大
朝
に
よ
っ
て
雛
印
さ
せ
流

　
通
さ
せ
て
い
ま
す
。
鮮
演
大
師
が
平
生
に
い
か
に
感
謝
し
て
い
る
の
か
を
述
べ
つ
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
持
っ
て
い
た
書
を
く
わ
し
く
読
ん

　
だ
と
こ
ろ
、
抄
写
し
た
人
に
筆
を
誤
ら
れ
、
音
は
同
じ
で
も
文
字
を
間
違
っ
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
た
め
、
新
し
く
雛
印
し
た
も
の
一
部
を
持
た
せ
て
献

　
呈
致
し
ま
す
。
ま
た
前
の
慶
録
大
師
の
撰
集
し
た
釈
摩
聖
誕
論
の
記
文
～
部
、
お
よ
び
御
義
五
巻
、
あ
わ
せ
て
わ
ず
か
ば
か
り
の
献
上
品
を
お
持
ち
致
し
ま

　
す
。
こ
の
ほ
か
、
少
し
商
晶
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
法
尊
に
託
し
て
あ
ら
か
じ
め
手
配
し
て
密
か
に
献
じ
さ
せ
、
ま
た
別
に
売
買
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
慈
悲
を
賜
り
、
方
便
を
も
っ
て
事
情
を
お
察
し
頂
き
、
早
々
に
委
細
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。

　
冒
頭
の
原
文
「
前
号
内
、
欲
令
鮮
演
大
師
撰
集
章
疏
」
は
二
通
り
の
主
語
（
荒
天
も
し
く
は
耶
律
思
慮
）
を
想
定
で
き
る
。
た
だ
義
理
が
『
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

厚
層
宗
教
蔵
総
録
』
の
編
纂
後
も
引
き
続
き
典
籍
収
集
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
上
文
の
「
欲
」
以
下
の
内
容
を
耶
律
思
斉
の
自
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発
的
行
為
と
見
る
よ
り
は
、
義
天
の
要
望
と
す
る
方
が
よ
り
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
い
ま
は
義
天
を
主
語
と
し
て
、
彼
か
ら
耶

律
思
斉
に
対
し
て
鮮
演
の
章
疏
撰
集
を
求
め
る
旨
の
書
簡
が
届
い
た
と
解
釈
し
て
お
く
。

　
耶
律
蔵
斉
は
聖
天
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
宿
営
地
の
宮
帳
に
赴
き
、
重
点
の
大
仁
恵
と
共
に
道
宗
に
奏
上
し
て
鮮
演
に
よ
る
章
疏
の
撰
集
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

請
う
た
。
大
仁
恵
の
帯
び
る
「
提
点
」
は
、
こ
の
場
合
、
典
籍
刊
行
の
責
任
者
の
肩
書
き
と
考
え
ら
れ
る
。
学
童
思
慮
と
大
仁
恵
の
奏
請
を
う

け
た
道
宗
は
、
両
人
に
対
し
て
、
次
の
冬
に
諸
僧
が
到
る
の
を
ま
っ
て
再
び
奏
上
せ
よ
、
と
の
聖
旨
を
降
し
た
。
道
宗
は
諸
僧
に
ま
ざ
っ
て
や

っ
て
来
る
鮮
演
本
人
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
結
論
を
保
留
し
た
と
見
ら
れ
る
。
諸
僧
の
来
る
場
所
は
、
道
宗
の
冬
の
在
所
す
な
わ
ち
冬
定
心
の

宿
営
地
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
聖
旨
は
前
章
に
奮
及
し
た
、
道
宗
の
冬
営
地
に
お
け
る
仏
僧
召
致
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
結
局
、
道
宗
の
指
示
し
た
二
度
目
の
奏
請
は
大
仁
恵
の
都
合
で
実
行
に
移
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
介
立
思
斉
の
兄
の
腰
窓
が
副

提
点
と
な
り
、
奏
請
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
仁
恵
を
提
点
、
王
華
を
副
提
点
と
し
て
鮮
演
の
章
疏
を
刊
行
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　
「
第
三
通
」
前
半
は
右
の
如
く
義
天
の
要
望
に
つ
い
て
の
現
段
階
で
の
対
応
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
耶
律
呂
斉
は
、
右
の
報
告
に
続
い
て
、
智
信
な
る
僧
の
息
災
で
あ
る
こ
と
を
報
せ
、
そ
の
著
作
を
持
た
せ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
智
信
の
僧
伝

や
遺
行
碑
の
類
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
十
一
に
智
債
が
露
天
に
贈
っ
た
詩
を
収
録
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
の
序
文
の
末
に
「
大
義
天
慶
寺
適
期
芯
要
智
借
奉
上
」
と
の
記
名
が
見
え
る
。
智
信
は
品
濃
と
親
交
の
あ
る
契
丹
の
僧
で
あ
っ
た
。
俗
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

（
皇
師
）
を
帯
び
る
こ
と
か
ら
道
宗
と
の
繋
が
り
も
読
み
取
れ
、
帝
の
宿
営
地
に
召
致
さ
れ
て
い
た
僧
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
著
作
を

有
す
る
点
で
学
僧
と
思
し
く
、
「
伝
戒
芯
要
」
の
肩
書
き
が
示
す
よ
う
に
菩
薩
戒
の
授
戒
を
行
う
伝
戒
僧
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
住
寺
の
天
慶
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
中
京
大
定
府
と
興
中
府
の
両
処
に
存
在
を
確
認
で
き
る
。
智
倍
は
興
中
府
の
天
慶
寺
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
智
借
の
話
題
の
次
は
い
よ
い
よ
垂
流
に
つ
い
て
雷
及
し
て
い
る
。
ま
ず
智
信
と
同
じ
く
風
戸
が
息
災
で
あ
る
こ
と
を
報
せ
、
つ
い
で
彼
の
著

作
を
持
参
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
著
作
は
義
天
が
鮮
演
に
対
し
て
撰
集
を
求
め
た
章
疏
と
は
別
も
の
で
あ
る
。
「
第
三
通
」
は
こ
れ
を
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「
記
文
」
と
記
す
の
み
で
、
表
題
や
内
容
は
分
か
ら
な
い
。

　
こ
の
「
記
文
」
は
「
か
の
地
」
（
原
文
は
「
彼
慮
」
）
で
離
印
し
て
進
呈
さ
れ
た
こ
と
に
因
っ
て
、
そ
の
後
「
大
朝
」
つ
ま
り
契
丹
に
よ
っ
て

離
印
・
流
通
さ
れ
た
と
い
う
。
順
序
が
逆
に
な
る
が
、
ま
ず
「
大
朝
」
に
よ
る
忍
車
・
流
通
と
は
、
契
丹
の
宮
設
の
印
刷
施
設
す
な
わ
ち
燕
京

　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

弘
法
寺
の
印
経
院
に
お
い
て
刊
行
し
た
こ
と
を
指
す
と
見
て
良
い
。
当
然
な
が
ら
こ
れ
は
道
宗
の
閣
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
か
の
地
」
に
お
け
る
離
印
と
進
呈
に
つ
い
て
。
「
か
の
地
」
と
は
何
処
を
指
す
の
か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
鍵
は
、
後
段
の
「
蘇
州
大

師
が
平
生
に
い
か
に
感
謝
し
て
い
る
の
か
を
述
べ
つ
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
の
文
言
に
あ
る
。
耶
意
思
斉
が
、
鮮
演
の
感
謝
の
さ
ま
を

わ
ざ
わ
ざ
義
天
に
伝
え
た
こ
と
は
、
鮮
演
の
謝
恩
の
対
象
が
義
天
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
鮮
演
が
義
天
に
感
謝
し
た
理
由
は
、
す
ぐ
前
段
の

文
言
が
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
鮮
演
の
「
記
文
」
を
し
て
政
権
支
援
下
の
刊
行
（
弘
法
寺
印
経
院
に
お
け
る
離
印
・
流
通
）
と
い
う
栄
誉
を

獲
得
せ
し
め
た
要
因
を
干
天
が
与
え
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
要
因
と
は
「
か
の
地
」
に
お
い
て
「
記
文
」
が
離
印
・
進
呈
さ
れ
た
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
「
か
の
地
」
は
義
天
の
祖
国
の
高
麗
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
平
話
の
「
記
文
」
は
契
丹
圏
内
に
大
々
的
に
通
行
す
る
以
前
に
高
麗
の
脇
窯
の
手
元
に
渡
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
義
天
が
入
手
し

た
時
点
で
の
「
記
文
」
は
言
忌
の
も
と
で
小
部
数
が
書
写
な
い
し
雛
印
さ
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
義
天
へ
の

贈
呈
を
目
的
に
鮮
演
が
撰
述
し
た
孤
本
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
契
丹
国
内
の
広
域
的
な
流
通
ル
ー
ト
に
の
っ
た
典
籍
で

な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
義
天
は
こ
の
「
記
文
」
を
手
に
入
れ
る
と
、
お
そ
ら
く
は
心
労
都
監
の
置
か
れ
た
住
寺
の
興
王
寺
に
お
い
て

離
印
し
、
そ
の
刊
本
を
契
丹
に
進
呈
し
た
の
で
あ
る
。

　
道
宗
は
義
天
よ
り
進
呈
さ
れ
た
「
記
文
」
を
燕
京
弘
法
寺
の
印
経
院
に
雛
印
さ
せ
て
国
内
に
流
通
さ
せ
た
。
道
宗
の
か
よ
う
な
行
動
は
、
義

天
が
「
記
文
」
を
離
印
し
て
高
麗
に
流
通
さ
せ
た
こ
と
を
う
け
た
も
の
と
見
て
良
い
。
義
倉
の
行
為
が
道
宗
の
崇
仏
事
業
に
強
く
作
用
し
て
い

た
状
況
を
読
み
取
れ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
刊
本
は
耶
律
思
量
に
よ
り
改
め
て
直
直
に
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
我
々
が
認
識
す
る
と
こ
ろ
の
契
丹
・
高
麗
間
の
仏
教
典
籍
の
流
通
は
、
自
国
の
典
籍
あ
る
い
は
第
三
国
で
あ
る
北
宋
や
唐
・
新
羅
な
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ど
前
王
朝
の
典
籍
の
単
方
向
的
な
や
り
と
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
以
外
に
も
、
契
丹
の
典
籍
が
高
麗
を
経
由
し
て
再
び
契
丹
に
流
入
す
る

と
い
う
、
逆
輸
入
の
よ
う
な
か
た
ち
の
流
通
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
両
国
間
に
か
よ
う
な
流
通
形
態
が
存
在
し
て
い
た

事
実
を
知
ら
し
め
る
点
で
、
「
第
三
通
」
の
も
つ
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
髭
面
耳
輪
は
智
倍
と
鮮
演
の
著
作
の
ほ
か
に
も
、
「
前
の
際
限
大
師
」
の
撰
に
か
か
る
『
釈
摩
詞
宿
論
』
の
「
記
文
」
一
部
、
『
御

義
』
五
巻
、
そ
れ
に
い
く
つ
か
の
献
上
品
を
も
た
ら
し
た
。

　
ま
ず
『
釈
摩
耳
玉
論
』
の
「
記
文
」
を
撰
し
た
「
前
の
慶
録
大
師
」
に
つ
い
て
、
「
慶
録
」
は
大
師
号
の
冠
称
と
し
て
は
い
さ
さ
か
不
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
あ
り
、
こ
れ
は
「
慶
州
僧
録
」
を
略
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
「
慶
録
大
師
」
に
付
さ
れ
た
「
前
の
」
と
い
う
文
言

の
意
味
も
通
り
、
「
前
任
の
温
州
僧
録
で
あ
る
大
師
（
の
某
ご
と
釈
読
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
個
人
名
の
特
定
に
は
至
ら
な
い
が
、
守
藤
・

志
福
・
法
悟
・
鮮
演
の
手
に
成
る
既
知
の
『
釈
摩
詞
術
論
』
研
究
書
の
ほ
か
に
も
同
様
の
書
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
も
っ
て
当
時
に
お
け
る

『
釈
摩
詞
街
論
』
研
究
の
広
が
り
が
う
か
が
え
る
。

　
つ
ぎ
に
『
御
義
』
五
巻
に
関
し
て
、
第
三
遇
で
は
「
御
」
字
の
上
に
空
格
を
設
け
て
お
り
、
道
宗
の
御
製
典
籍
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
先
述

の
智
信
が
義
天
に
贈
っ
た
詩
の
序
文
に
「
御
解
大
義
」
と
い
う
典
籍
の
名
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
と
同
一
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
「
第
三
通
」
の
末
に
は
、
以
上
に
述
べ
た
典
籍
等
の
贈
呈
と
は
別
に
取
引
を
行
い
た
い
旨
を
記
し
、
そ
の
商
品
を
密
か
に
持
参
さ
せ
た
と
い

う
。
こ
の
箇
所
の
原
文
は
「
外
有
些
小
早
貨
、
取
法
尊
准
備
密
献
、
為
復
讐
倣
買
売
」
で
あ
る
。
中
段
落
の
最
初
の
三
字
「
取
法
国
」
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
判
然
と
し
な
い
。
「
取
」
に
は
「
依
託
す
る
、
た
よ
る
」
の
語
義
が
あ
る
た
め
、
「
法
事
」
を
耶
意
思
斉
の
意
を
受
け
て
義
天
と
の
取
引
に
あ

た
っ
た
人
物
（
僧
）
の
名
と
捉
え
、
ひ
と
ま
ず
「
法
尊
に
託
し
て
」
と
三
密
し
た
。

　
当
時
の
契
丹
と
高
麗
の
間
に
お
け
る
主
な
物
流
の
手
段
は
、
姜
［
二
〇
〇
四
］
の
考
察
に
よ
る
と
、
朝
貢
を
含
め
た
使
者
と
そ
の
随
伴
商
人

に
よ
る
取
引
、
権
場
貿
易
、
そ
し
て
私
貿
易
（
密
貿
易
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
所
場
貿
易
に
つ
い
て
は
、
統
和
二
十
三
年
（
～
○
〇
五
）
に
野
州

（
北
朝
鮮
平
安
北
道
新
義
州
近
辺
）
に
権
場
を
置
く
も
の
の
、
同
二
十
入
学
（
一
〇
一
〇
）
の
聖
宗
に
よ
る
高
麗
征
伐
を
機
に
、
高
麗
側
の
国
防
上
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の
理
由
か
ら
振
わ
ず
、
閉
鎖
・
放
棄
に
追
い
込
ま
れ
た
。
両
国
間
の
物
流
は
、
私
貿
易
を
除
く
と
、
公
的
使
節
の
往
来
に
支
え
ら
れ
て
い
た
側

面
が
強
い
。
と
す
れ
ば
、
「
第
三
通
」
お
よ
び
こ
れ
に
付
随
し
た
贈
呈
典
籍
と
物
品
も
、
道
宗
政
府
の
派
遣
し
た
使
者
ま
た
は
そ
の
随
行
員
の

手
に
よ
っ
て
義
甲
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
「
第
…
通
」
と
「
第
二
通
」
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
契
丹
・
高
麗
両
国
が
派
遣
し
た
使
者
に
よ
る
取
引
に
は
、
正
規
の
も
の
一
た
と
え
ば
朝
貢
に
よ
る
献
上
品
の
贈
呈
な
ど
一
と
共
に
私
的

性
格
を
帯
び
る
も
の
が
あ
り
、
往
々
に
し
て
使
者
た
ち
は
個
人
的
に
物
品
の
売
買
や
贈
受
を
行
っ
て
い
た
。
姜
は
こ
れ
を
使
者
の
「
爽
帯
貿

易
」
と
呼
ん
で
い
る
。
規
律
思
斉
が
「
第
三
通
」
の
末
に
し
た
た
め
た
隠
密
取
引
を
希
望
す
る
旨
の
文
言
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
「
直
撃
貿
易
」

の
存
在
を
裏
付
け
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
通
り
「
第
三
通
」
の
語
る
事
柄
は
多
岐
に
わ
た
り
、
い
ず
れ
も
重
要
な
内
容
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
と
く
に
注
目
さ
れ

る
も
の
が
、
鮮
演
の
著
作
の
扱
い
に
現
わ
れ
た
契
丹
・
高
麗
問
に
お
け
る
仏
教
典
籍
の
流
通
形
態
で
あ
る
。
本
書
簡
に
い
う
鮮
演
の
「
記
文
」

は
ま
ず
高
麗
の
義
天
が
入
手
し
て
離
印
し
、
彼
は
そ
の
刊
本
を
契
丹
に
進
呈
し
た
。
契
丹
の
仏
教
典
籍
が
高
麗
に
流
入
し
て
刊
行
さ
れ
、
こ
れ

が
再
び
契
丹
に
伝
わ
る
と
い
う
流
通
の
か
た
ち
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
義
天
が
契
丹
に
進
呈
し
た
「
記
文
」
は
、
道
宗
の
翼
下
に
官
設
の

印
棚
施
設
（
燕
京
弘
法
寺
印
経
院
）
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の
刊
本
が
耶
律
思
斉
に
よ
っ
て
義
天
の
手
元
に
届
け
ら
れ
た
。
「
記
文
」
は
契
丹

↓
高
麗
↓
契
丹
↓
高
麗
と
二
重
に
流
通
し
た
の
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
や
や
特
異
と
も
言
え
る
両
国
間
の
仏
教
典
籍
の
流
通
形
態
に
、
果
た
し
て
何
が
読
み
取
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
関
す

る
筆
者
の
見
解
を
含
め
て
終
章
の
ま
と
め
に
う
つ
り
た
い
。

①
『
高
麗
史
』
巻
十
一
爾
宗
二
年
（
｝
〇
九
七
）
条
「
十
二
月
癸
巳
、
心
遣
耶

　
律
田
心
斉
・
本
ず
湘
由
米
睨
瑠
玉
皿
圃
・
出
土
蘭
即
・
飾
脳
冤
・
宵
干
畝
相
。
帯
干
服
・
鞍
馬
・
匹
均
等
物
。

　
冊
潤
、
…
…
是
鍛
造
使
臨
海
軍
節
度
使
・
検
校
太
傅
兼
御
史
中
丞
耶
律
思
斉
、
使

　
副
大
望
卿
昭
文
館
直
学
士
李
湘
、
持
節
備
畜
、
冊
命
爾
特
進
・
検
校
太
尉
兼
中
晋

　
令
・
上
諸
国
・
高
麗
国
王
・
雪
雑
一
千
戸
・
食
品
封
七
百
戸
」

②
「
右
里
下
、
伏
以
公
言
宝
刹
、
高
望
上
士
之
心
、
幸
観
慈
標
、
頓
拭
常
流
之
目
、

　
已
関
依
帰
之
素
、
殊
増
竪
堀
素
懐
」

③
仁
宗
三
年
（
一
＝
孟
）
「
高
麗
国
五
嵐
山
大
華
厳
霊
通
寺
贈
詮
大
覚
国
師
碑

　
銘
」
（
『
大
覚
国
師
外
集
幅
巻
十
二
、
『
朝
鮮
金
石
総
覧
隔
上
　
三
〇
五
－
三
一
六

　
頁
）
「
遼
入
来
使
者
、
皆
請
見
直
土
物
賢
母
而
拝
、
吾
使
二
恩
、
則
必
問
師
之
安
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契丹（遼）後期政権下の学僧と仏教（藤原）

　
否
」
な
お
『
朝
鮮
金
石
総
覧
協
の
方
は
五
字
目
の
「
者
」
以
下
を
欠
く
。

④
『
高
麗
史
睡
巻
九
十
王
胸
…
伝
「
遼
上
帯
早
見
興
王
寺
小
量
、
歎
美
日
、
我
朝

　
所
桜
田
。
駒
…
謂
楽
日
、
吾
聞
皇
帝
崇
信
仏
教
、
請
以
割
鐘
献
之
。
蓼
日
可
。
陶
…
請

　
鋳
金
鐘
二
籏
、
将
献
予
遼
帝
、
遂
属
回
愚
弟
孔
目
撃
整
復
、
先
奏
其
意
。
遼
帝
以

　
蓼
奉
使
曲
乗
求
索
、
加
峻
刑
、
令
勿
献
、
及
復
還
刑
部
奏
治
其
罪
」

⑤
「
右
思
斉
、
伏
見
僧
平
門
遺
経
教
者
、
捧
看
無
教
。
揚
西
埜
之
士
風
、
探
駿
紋

　
深
、
昭
南
宗
之
密
印
、
方
勤
遽
灘
。
直
増
謝
塵
、
既
慰
籍
欝
二
季
、
又
積
銘
蔵
之

　
素
」

⑥
「
前
録
内
、
欲
令
露
霜
大
師
撰
集
章
疏
、
前
回
到
闊
、
尋
与
大
仁
恵
提
点
同
共

　
奏
詑
。
＊
聖
旨
、
比
候
豊
前
豪
富
、
諸
大
師
等
来
到
、
空
行
挙
奏
。
却
値
大
仁
恵

　
有
事
、
習
俗
未
令
行
得
。
即
目
家
兄
王
春
是
詞
提
要
、
比
候
此
岸
再
去
、
必
望
諸

　
事
了
畢
。
又
擦
大
師
（
H
太
師
）
智
倍
大
師
安
楽
。
伊
集
到
教
義
、
薪
已
奏
行
彫

　
板
流
通
。
切
慮
前
起
草
本
透
俣
、
解
離
得
新
印
行
本
来
。
警
保
（
翻
太
息
）
鮮
演

　
大
師
亦
安
楽
。
無
記
文
臣
彼
庭
梅
印
進
呈
了
、
後
亦
令
大
朝
影
印
流
通
也
。
其
鮮

　
演
大
師
過
生
知
感
、
不
可
具
陳
。
為
買
時
薄
絹
本
態
読
了
、
被
抄
写
入
筆
惧
、
音

　
同
錯
字
地
誌
、
又
令
将
新
印
行
一
部
来
献
呈
。
金
将
到
前
出
録
大
師
集
到
摩
詞
行

　
（
昌
術
）
論
記
文
一
部
、
及
＊
御
義
五
巻
、
井
小
鷺
上
物
。
外
有
些
小
割
貨
、
取

　
法
尊
准
備
正
論
、
為
叢
誌
倣
買
売
。
特
乞
垂
慈
、
方
便
照
察
、
早
算
端
的
」
（
＊

　
は
空
格
）

⑦
義
天
が
咽
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
の
編
纂
後
に
も
典
籍
の
探
求
を
企
図
し
て
い

　
た
こ
と
は
、
同
轡
自
序
中
の
「
今
以
所
得
新
旧
製
撰
諸
宗
義
章
、
不
敢
私
秘
、
叙

　
而
出
之
。
後
有
所
獲
、
亦
欲
随
葡
録
之
、
脱
或
将
来
編
次
函
峡
、
与
三
蔵
正
文
、

　
垂
之
無
窮
、
則
吾
監
製
　
」
と
の
箇
所
に
も
う
か
が
え
る
。

⑧
類
例
と
し
て
は
仏
宮
寺
釈
迦
塔
発
現
の
福
音
剛
評
言
罰
術
論
通
賛
疏
』
巻
十
の

　
題
記
に
「
成
雍
七
年
十
月
日
、
燕
京
弘
法
寺
奉
宣
校
勘
離
印
流
通
。
（
勾
嶺
僧
一

　
名
、
校
勘
僧
二
名
の
記
名
を
省
略
）
説
経
院
判
官
・
朝
散
田
・
守
太
子
中
舎
・
駐

　
人
出
・
賜
緋
魚
袋
臣
三
二
睦
提
点
」
と
見
え
る
（
槻
秘
蔵
』
三
〇
六
頁
）
。

⑨
耶
律
思
差
と
は
姓
が
異
な
る
。
妻
の
旧
す
な
わ
ち
義
兄
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い

　
は
耶
律
思
斉
自
身
が
王
を
本
姓
と
す
る
賜
姓
漢
人
で
あ
っ
た
か
。

⑩
「
近
日
、
伏
観
世
解
大
義
後
覚
、
及
蒙
施
到
山
水
柄
衣
一
條
、
因
述
一
章
、
遙

　
奉
僧
統
大
師
。
幸
垂
詳
覧
。
黙
認
天
慶
寺
伝
戒
芯
要
職
倍
奉
上
」

⑪
た
と
え
ば
大
安
七
年
（
一
〇
九
一
）
「
馬
鞍
悪
闘
崇
禄
大
夫
守
司
空
隙
菩
薩
戒

　
壇
主
大
師
賢
愚
碑
銘
井
序
」
（
『
図
志
』
上
”
一
六
一
頁
）
に
［
…
…
越
明
年
（
成

　
雍
⊥
編
年
）
、
師
凹
道
愈
瞭
T
、
上
心
旭
日
乃
、
爪
笈
A
叩
網
遡
臣
、
敦
鋤
…
就
学
。
m
囚
報
頑
m
閥
、
颪
π
伝

　
仏
制
、
以
石
投
水
、
如
火
得
薪
、
其
志
交
孚
、
非
喩
可
及
。
…
…
翌
日
特
授
崇
禄

　
大
夫
・
守
司
空
、
加
賜
為
今
号
」
と
あ
り
、
慧
難
壁
の
法
高
は
、
道
宗
の
宿
営
地

　
（
こ
こ
で
は
冬
営
地
の
繭
綜
淀
）
に
赴
き
、
穂
懸
に
伝
思
し
た
翌
日
に
崇
禄
大

　
夫
・
守
司
空
と
師
号
を
授
か
っ
て
い
る
。
黒
田
に
対
す
る
俗
官
の
授
与
は
、
多
く

　
こ
の
よ
う
に
宿
営
地
に
召
致
し
た
上
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
【
中
京
大
定
府
大
天
慶
寺
】
陳
嚢
噸
使
遼
語
録
瞼
「
（
威
雍
三
年
）
七
月
一
日
、

　
至
中
京
大
定
府
。
…
…
二
日
、
送
伴
懸
盤
請
国
本
雪
遊
鎮
国
寺
。
次
至
大
天
慶

　
寺
」
覚
苑
『
大
日
経
義
釈
演
密
紗
㎞
自
序
「
因
成
雍
初
、
提
総
中
京
大
天
慶
寺
、

　
…
…
」
【
興
藩
府
天
慶
寺
】
明
民
国
朝
陽
県
志
㎞
巻
七
山
観
世
門
天
慶
寺
、
在
臥

　
仏
寺
下
四
里
許
。
遼
時
建
、
康
煕
十
七
年
修
。
寺
有
石
詰
観
音
立
像
、
高
七
尺
、

　
囲
五
尺
有
毒
。
遼
寿
昌
五
年
沙
門
智
読
書
唱
和
詩
題
翠
雨
存
」

⑬
前
註
⑫
の
通
り
中
京
の
方
は
「
大
天
慶
寺
」
と
号
し
て
い
る
。
金
代
ま
で
時
期

　
が
下
る
が
、
特
に
皇
帝
の
恩
遇
を
蒙
る
寺
院
に
は
、
寺
名
の
前
に
門
大
」
字
を
冠

　
せ
し
め
て
他
の
諸
寺
と
区
別
し
て
い
た
（
「
大
金
緬
州
玉
田
県
永
済
務
大
天
宮
等

　
記
」
『
豊
潤
県
志
』
巻
四
）
。
契
丹
治
下
の
諸
毒
に
も
「
大
」
字
を
冠
す
る
も
の
と

　
そ
う
で
な
い
も
の
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、
上
述
の
制
度
は
契
丹
の
制
度
を
継
承
し

　
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
智
信
が
義
金
に
贈
っ
た
詩
の
序
文
宋
の
記
名
に
は
「
大
遼

　
天
慶
寺
」
と
し
て
寺
名
に
「
大
島
字
を
冠
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
智
僖
の

　
住
寺
は
宇
島
府
の
天
慶
寺
と
判
断
で
き
る
。

⑭
燕
京
弘
法
寺
の
印
経
由
に
つ
い
て
は
竺
沙
［
二
〇
〇
〇
E
口
三
二
〇
⊥
曇
二
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頁
］
を
参
照
。

⑮
前
註
⑧
に
提
示
し
た
『
釈
摩
討
街
論
通
賛
疏
』
巻
十
の
題
記
中
に
「
奉
宣
校
勘

　
離
印
流
通
」
と
見
え
、
燕
京
弘
法
寺
に
お
け
る
刊
行
が
道
宗
の
宣
旨
を
奉
じ
て
行

　
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑯
慶
州
に
は
管
内
の
教
団
を
管
理
す
る
僧
官
と
し
て
僧
録
司
が
置
か
れ
て
い
た

　
［
藤
原
二
〇
〇
三
］
。

⑰
韓
愈
「
心
太
傅
董
公
行
状
」
「
回
維
傑
人
来
日
、
唐
之
下
土
堰
、
取
回
紘
力

　
焉
」
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
論
じ
て
き
た
こ
と
の
要
点
を
提
示
す
る
。
ま
ず
「
鮮
演
墓
碑
」
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
鮮
演
が
冬
夏
毎
に
道
宗
の
宿
営
地
平
帳

に
召
致
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
帝
に
よ
っ
て
上
京
開
龍
寺
と
黄
龍
府
の
盛
期
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
黄
龍
府
は
冬
営
地
（
鵜
綜
淀
）
か

ら
春
黒
地
（
混
同
江
流
域
）
へ
の
移
動
ル
ー
ト
上
に
位
置
し
て
い
る
。
鮮
演
に
与
え
ら
れ
た
牛
若
府
講
主
の
肩
書
き
は
、
道
宗
の
二
世
の
サ
イ

ク
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
彼
が
、
冬
営
地
か
ら
公
営
地
へ
の
移
動
に
暴
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
鮮
演
に
お
け
る
上
京
開

龍
寺
と
黄
龍
府
の
講
主
兼
任
に
は
、
年
間
を
通
じ
て
移
動
生
活
の
な
か
に
身
を
置
く
遊
牧
系
国
家
の
支
配
階
層
と
学
僧
の
特
徴
的
な
関
わ
り
方

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
契
丹
の
政
権
運
営
の
中
核
を
担
う
捺
鉢
。
道
宗
は
冬
夏
両
季
に
お
い
て
学
僧
た
ち
を
こ
の
捺
鉢
の
宿
営
地
に
召
致
し
て
い
た
。
捺
鉢
の
夏
営

地
と
冬
営
地
は
、
学
僧
を
召
し
出
す
道
宗
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
と
仏
法
を
談
義
し
て
そ
の
学
識
を
確
認
す
る
場
で
あ
り
、
政
権
と
仏
法
の
一
体

性
を
表
明
す
る
べ
く
、
彼
ら
の
教
学
の
有
形
化
（
著
作
化
）
と
流
通
（
雛
印
）
を
選
択
決
定
す
る
場
で
あ
っ
た
。
逆
に
召
致
さ
れ
る
学
僧
た
ち
に

と
っ
て
は
、
日
々
の
学
問
的
研
鎭
の
成
果
を
道
宗
に
幽
翠
す
る
場
で
あ
り
、
政
権
主
導
下
の
そ
の
刊
行
と
い
う
栄
誉
1
1
自
己
の
教
学
の
流
布

と
所
説
へ
の
注
目
を
促
す
と
い
う
実
利
を
伴
・
一
を
獲
得
す
る
機
会
の
場
で
あ
っ
た
。
政
権
主
導
下
の
教
学
の
有
形
化
と
流
通
、
つ
ま
り
刊

行
は
、
道
宗
に
よ
る
教
学
の
取
捨
選
別
の
結
果
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
道
宗
が
『
釈
誓
詞
術
論
』
の
研
究
書
の
刊
行
に
情
熱
を
注
ぐ
一
方
、

『
六
祖
壇
経
』
や
『
宝
林
伝
』
を
偽
妄
の
書
と
し
て
焚
罰
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
つ
ぎ
に
「
大
言
御
史
中
丞
耶
律
習
熟
書
　
第
三
通
」
に
関
し
て
。
本
史
料
か
ら
は
多
く
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
特
に
注
目
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さ
れ
る
も
の
が
鮮
演
の
撰
し
た
「
記
文
」
の
流
通
の
在
り
方
で
あ
る
。

　
こ
の
「
記
文
」
が
あ
た
か
も
逆
輸
入
の
如
く
高
麗
か
ら
契
丹
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
、
両
国
間
に
お
け
る
仏
教
典
籍
の
流
通
形
態
の
多
様
性
が

見
て
取
れ
る
。

　
主
に
公
的
使
節
の
往
来
に
依
拠
し
て
い
た
当
時
の
契
丹
・
高
麗
問
の
物
流
の
在
り
方
よ
り
見
て
、
義
倉
に
と
っ
て
契
丹
の
使
節
が
仏
教
典
籍

収
集
の
重
要
な
入
り
口
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
義
義
は
入
麗
し
た
契
丹
の
使
節
と
通
好
し
、
彼
ら
を
介
し
て
契
丹
国
内
の
人
々
（
主

　
　
　
　
①

に
支
配
階
層
と
僧
尼
で
あ
ろ
う
）
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
、
こ
の
人
脈
に
基
づ
い
て
契
丹
の
仏
教
典
籍
に
関
す
る
情
報
と
そ
の
実
物
の
収
集
を
行

っ
た
。
「
第
三
通
」
は
こ
の
よ
う
な
義
天
の
行
動
の
一
端
を
伝
え
た
も
の
と
言
え
る
。

　
義
天
が
最
初
に
「
記
文
」
を
手
に
入
れ
た
時
、
本
典
籍
は
契
丹
国
内
に
大
々
的
に
通
行
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
義
天
が
こ
の
段
階

で
の
「
記
文
」
を
入
手
し
得
た
事
実
は
、
彼
が
上
述
の
人
脈
に
基
づ
い
て
目
の
細
か
い
仏
教
典
籍
の
収
集
網
を
契
丹
国
内
に
張
り
巡
ら
せ
て
い

た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
。

　
義
眼
は
入
手
し
た
「
記
文
」
を
自
国
に
離
印
し
、
そ
の
刊
本
を
契
丹
に
進
呈
し
た
。
こ
れ
は
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
自
序
（
第
四
章
註
⑦

参
照
）
に
表
明
さ
れ
た
虚
言
の
信
念
1
一
収
集
典
籍
を
秘
蔵
せ
ず
に
刊
行
し
て
公
に
発
信
し
、
こ
れ
を
後
代
ま
で
伝
え
る
一
に
基
づ
く
行
動

で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の
行
動
の
前
提
に
は
、
鮮
演
の
「
記
文
」
が
世
間
に
流
通
し
て
後
代
に
伝
達
さ
れ
る
に
相
応
し
い
典
籍
で
あ
る
と
の

義
心
の
判
断
が
あ
る
。
義
天
よ
り
「
記
文
」
を
贈
ら
れ
た
道
宗
は
本
典
籍
を
官
設
の
印
刷
施
設
（
燕
京
弘
法
揚
馬
書
院
）
に
刊
行
さ
せ
た
。
義
天

の
価
値
認
識
と
こ
れ
に
基
づ
く
行
動
に
追
随
す
る
道
宗
の
す
が
た
が
こ
こ
に
読
み
取
れ
る
。
当
時
の
義
天
は
一
介
の
仏
典
収
集
者
に
と
ど
ま
ら

ず
、
高
麗
の
み
な
ら
ず
道
宗
以
下
契
丹
の
摩
羅
層
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
｝
個
の
宗
教
的
権
威
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
鮮
演
を
通
じ
て
明
ら
か
と
し
た
道
宗
政
権
と
学
僧
と
の
結
び
つ
き
の
さ
ま
は
、
遊
牧
系
国
家
と
し
て
の
契
丹
と
仏
教
と
の
具
体
的
な

関
係
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
契
丹
・
高
麗
間
に
お
け
る
彼
の
著
作
（
「
記
文
」
）
の
流
通
形
態
は
、
当
時
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
展
開

せ
る
仏
教
文
化
交
流
に
果
た
し
た
高
麗
ー
ー
と
く
に
言
え
ば
義
天
一
の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
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①
義
天
は
道
宗
と
も
通
好
し
、
互
い
に
仏
教
典
籍
等
の
贈
受
を
行
っ
て
い
た
こ
と

　
が
確
認
さ
れ
る
。
前
掲
「
高
麗
国
五
冠
山
大
華
厳
霊
通
寺
贈
譲
大
覚
国
師
碑
銘
」

　
お
よ
び
『
大
覚
国
師
文
集
蜘
黒
八
所
収
「
上
大
殿
皇
帝
暁
公
章
疏
表
」
を
参
照
。

（
参
考
文
献
）
※
著
書
再
録
論
文
に
つ
い
て
は
初
出
を
省
略

大
屋
徳
城
［
一
九
八
八
］
州
商
麗
続
蔵
離
造
田
』
国
書
刊
行
会
初
刊
は
［
一
九
三

　
　
七
］
便
利
堂

神
尾
弍
春
［
一
九
八
一
ご
『
契
丹
仏
教
文
化
史
考
隔
第
一
書
房
　
初
刊
は
［
　
九
三

　
　
七
］
満
州
文
化
協
会

木
村
清
孝
［
一
九
八
○
］
「
鮮
演
の
思
想
史
的
位
遣
」
仏
教
史
学
会
編
噌
仏
教
の
歴
史

　
　
と
文
化
隔
同
朋
舎
、
三
〇
六
－
三
二
〇
頁

澤
本
光
弘
［
二
〇
〇
八
］
「
契
丹
（
遼
）
墓
誌
デ
ー
タ
集
成
表
（
稿
）
」
臼
杵
勲
・
木
山

　
　
克
彦
編
『
北
東
ア
ジ
ア
中
世
遺
跡
の
考
古
学
的
研
究
　
平
成
十
九
年
度
研
究
成
果

　
　
報
告
書
』
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
促
進
費
、
四
四
－
五
九
頁

武
田
和
哉
他
門
二
〇
〇
六
］
『
草
原
の
王
朝
・
契
丹
国
（
遼
朝
）
の
遺
跡
と
文
物
㎏
勉

　
　
誠
出
版

谷
井
上
子
□
九
九
六
］
「
契
丹
仏
教
政
治
史
論
」
氣
賀
澤
悪
習
編
『
中
国
仏
教
石
経

　
　
の
研
究
　
房
山
雲
居
寺
石
経
を
中
心
に
腕
京
都
大
学
学
術
禺
版
会
、
一
三
三
1
一

　
　
九
一
頁

田
村
賢
造
ロ
九
三
九
］
「
遼
宋
の
交
通
と
遼
園
内
に
於
け
る
経
済
的
発
達
扁
噸
満
蒙
史

　
　
論
叢
』
二
、
日
満
文
化
協
会
、
一
－
一
＝
二
頁

竺
沙
雅
章
［
二
〇
〇
〇
A
］
「
遼
代
華
厳
宗
の
一
考
察
一
撮
に
、
新
出
華
厳
宗
典
籍

　
　
の
文
献
学
的
研
究
1
」
『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』
汲
古
害
院
、
一
一
〇
1
～

　
　
六
七
頁

　
　
　
　
［
二
〇
〇
〇
B
］
門
宋
代
仏
教
社
会
史
に
つ
い
て
」
前
掲
書
四
四
三
－
四
六

　
　
二
頁

　
　
　
　
［
二
〇
〇
〇
C
］
「
宋
元
時
代
の
慈
恩
宗
」
前
掲
書
三
一
二
六
頁

　
　
　
　
［
二
〇
〇
〇
D
］
「
新
出
史
料
よ
り
み
た
出
代
の
仏
教
」
前
掲
書
八
三
－
一

　
　
〇
九
頁

　
　
　
　
［
二
〇
〇
〇
E
］
「
噸
開
宝
蔵
紬
と
㎎
契
丹
蔵
宝
前
留
書
三
＝
一
－
三
三
五

　
　
頁

塚
本
善
隆
［
一
九
七
五
］
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」
『
中
国
近
世
仏
教
史
の
諸
問
題

　
　
（
塚
本
善
隆
著
作
集
相
姦
大
東
出
版
社
、
四
九
一
一
五
三
六
頁

野
上
俊
静
［
一
九
五
三
］
「
遼
代
に
於
け
る
仏
教
研
究
扁
槻
遼
金
の
仏
教
隔
平
楽
寺
書
店
、

　
　
～
二
六
－
五
五
頁

藤
原
崇
入
［
二
〇
〇
三
］
「
遼
代
興
宗
朝
に
お
け
る
慶
州
僧
録
司
設
麗
の
背
景
」
哩
仏
教

　
　
史
瀞
†
研
究
馳
　
剛
四
⊥
バ
ー
二
、
　
一
一
二
二
百
只

　
　
　
　
［
二
〇
〇
九
］
「
契
丹
の
授
戒
儀
と
夏
空
密
教
」
蒐
川
慎
太
郎
他
編
『
遼
金

　
　
西
夏
研
究
の
現
在
』
二
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
雷
語
文
化
研
究

　
　
所
、
　
～
一
二
三
頁

古
松
崇
志
［
二
〇
〇
六
A
］
「
慶
州
白
塔
建
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
一
十
一
世
紀
契
丹
皇

　
　
太
盾
が
奉
納
し
た
仏
教
文
物
－
扁
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
二
十
一
世
紀

　
　
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
」
噌
遼

　
　
文
化
・
遼
寧
省
調
査
報
告
書
魅
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
三
三
－
一
七

　
　
五
頁

　
　
　
　
［
二
〇
〇
六
B
］
門
考
古
・
石
刻
資
料
よ
り
み
た
契
丹
（
遼
）
の
仏
教
」
『
日

　
　
本
史
研
究
輪
五
二
二
、
四
ニ
ー
五
九
頁

　
　
　
　
［
二
〇
〇
六
C
｝
「
法
均
と
燕
京
田
鞍
山
の
菩
薩
戒
壇
一
契
丹
（
遼
）
に

　
　
お
け
る
大
乗
菩
薩
戒
の
流
行
1
」
『
東
洋
史
研
究
紬
六
五
－
三
、
一
－
三
八
頁

王
六
礼
・
李
亜
泉
［
二
〇
〇
二
「
従
高
麗
義
天
大
師
的
著
述
考
察
跳
躍
高
麗
的
仏
教

　
　
文
化
交
流
」
張
暢
耕
主
編
『
遼
金
史
論
集
』
第
六
輯
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

　
　
五
二
一
八
一
頁

王
未
想
［
一
九
八
七
］
「
遼
上
京
発
現
遼
代
鮮
演
墓
碑
」
『
遼
海
文
物
学
刊
隔
～
九
八
七

　
　
－
一
、
五
一
－
五
四
頁
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［
二
〇
〇
二
］
「
遼
上
京
城
祉
周
囲
出
土
的
墨
書
銘
文
骨
灰
厘
」
『
北
方
文
物
』

　
　
二
〇
〇
二
i
一
、
四
三
一
四
七
頁

蓋
之
庸
［
二
〇
〇
二
］
欄
内
蒙
古
縫
代
石
刻
文
研
究
上
内
蒙
古
大
学
出
版
社

姜
吉
仲
［
二
〇
〇
四
］
『
商
機
与
宋
金
外
交
経
貿
関
係
史
論
臨
文
津
出
版
社

項
春
松
［
二
〇
〇
七
］
「
遼
国
交
通
避
道
及
箆
鷺
範
囲
」
霊
鳥
浪
他
焔
心
東
北
遼
代
古

　
　
城
研
究
彙
編
』
上
、
翠
蓋
濱
出
版
社
、
三
八
－
四
七
頁

朱
子
方
［
一
九
八
七
］
「
関
予
田
代
軍
国
大
師
的
賜
金
問
題
」
『
遼
国
文
物
学
刊
㎞
～
九

　
　
八
七
－
一
、
五
五
i
五
九
頁

朱
子
方
・
王
巨
費
鷺
九
九
〇
］
「
遼
代
仏
教
的
主
要
宗
派
和
学
僧
」
『
世
界
宗
教
研

　
　
究
臨
　
一
九
九
〇
一
一
、
一
二
二
…
＝
二
｝
二
頁

趙
　
超
［
二
〇
〇
三
］
『
古
代
墓
誌
通
論
臨
紫
禁
城
出
版
社

唐
彩
球
ワ
一
〇
〇
五
］
『
遼
上
京
文
物
纈
英
』
遠
方
出
版
社

徳
新
・
張
漢
君
・
韓
仁
信
［
一
九
九
四
］
「
内
蒙
古
巴
林
右
旗
慶
州
白
塔
発
現
盛
代
仏

　
　
教
文
物
」
『
文
物
睡
一
九
九
四
一
～
二
、
四
－
三
三
頁

概
論
喚
［
　
九
八
四
］
「
依
代
四
時
捺
鉢
考
五
篇
」
『
国
史
叢
説
』
中
華
轡
局
、
三
六
一

　
　
【
七
二
頁

（
略
号
使
用
文
献
）

『
図
志
』
…
梅
寧
華
主
編
［
二
〇
〇
三
・
〇
四
］
魍
北
京
遼
金
史
遊
図
志
隔
（
上
・
下
）

　
　
北
京
燕
山
出
版
社

『
秘
蔵
臨
…
山
西
省
文
物
局
・
中
国
歴
史
博
物
館
編
［
一
九
九
二
鴨
応
否
木
塔
寺
代

　
　
秘
蔵
㎏
文
物
出
版
社

『
北
拓
』
…
北
京
図
書
館
金
石
組
編
［
一
九
九
〇
］
噸
北
京
図
書
館
蔵
中
國
歴
代
石
刻

　
　
拓
本
彙
編
』
中
州
古
籍
出
版
社

『
遼
文
魅
…
向
南
編
鷺
九
九
五
］
糊
遼
代
石
刻
文
編
臨
河
北
教
育
出
版
社

鮮
演
台
碑
録
文
（
＊
は
空
格
、
／
は
改
行
、
行
頭
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
行
番
号
を
示
す
）

1
夫
鐸
氏
之
教
、
其
興
也
勃
焉
。
歴
代
賓
之
、
黒
山
玄
理
。
田
切
賢
者
、
敦
能
興
弘
此

哉
。
恭
惟
／
2
守
太
傅
大
師
、
古
今
之
傑
也
。
誰
鮮
演
、
家
族
二
子
懐
美
之
州
、
俗
姓

出
予
朧
西
之
郡
。
愚
父
誰
地
道
、
性
聰
／
3
善
慮
、
僻
辮
能
書
、
隠
而
不
仕
、
逝
干
中

年
。
其
母
楊
氏
、
素
葱
畢
生
、
夙
懐
淑
徳
。
先
以
儒
典
誘
／
4
師
人
性
、
次
以
佛
書
導

師
之
情
。
絹
而
長
之
、
心
乎
愛
甲
、
不
二
干
俗
、
可
驚
干
人
。
有
同
郷
導
師
大
／
5
師
、

聞
之
歎
嘉
不
已
、
園
而
傳
化
至
干
居
所
、
一
目
之
問
日
、
錐
小
儒
書
、
用
之
大
童
。
乃

方
便
誘
化
、
自
／
6
然
省
悟
。
随
詣
上
都
、
禮
太
師
大
師
爲
師
、
王
家
住
大
開
龍
寺
。

芯
要
軌
範
、
不
偏
成
能
、
凡
所
見
／
7
聞
、
皆
長
干
衆
。
同
門
謂
好
日
、
戴
旧
里
並
走

獣
、
鳳
風
之
子
飛
鳥
、
抜
乎
其
葦
也
。
清
寧
五
年
、
未
／
8
及
弱
齢
、
試
経
具
戒
、
擢

爲
第
一
。
不
日
間
、
僻
衆
遊
方
、
導
師
就
學
。
始
干
白
嘗
、
次
子
穴
燕
。
凡
践
論
／
9

場
、
聲
名
日
益
。
有
秦
楚
國
大
長
公
主
、
謂
細
細
、
願
下
善
友
、
矢
入
竹
林
寺
、
永
爲

講
主
。
周
載
之
鈴
、
／
1
0
　
貰
聞
干
＊
上
、
特
賜
紫
衣
・
慈
恵
徳
號
。
自
虚
名
馳
猫
歩
、

振
干
京
師
。
偶
遇
／
1
1
　
道
宗
幸
燕
、
一
通
賛
疏
主
、
特
具
薦
揚
、
復
承
＊
聖
渥
、
改

充
大
開
壷
屋
盤
黄
甲
府
講
主
。
凡
敷
究
／
1
2
　
之
暇
、
述
作
爲
心
、
撰
仁
王
護
國
繧
融

通
疏
、
菩
薩
戒
纂
要
疏
、
唯
識
論
綴
奇
提
異
紗
、
花
嚴
経
玄
／
1
3
　
談
決
筆
記
、
摩
詞

術
論
顯
正
疏
、
菩
提
心
戒
、
盤
諸
経
戒
本
。
巻
秩
頗
多
、
唯
三
費
六
師
外
護
文
一
十
五

／
1
4
　
巻
、
可
謂
笙
蹄
乎
萬
行
之
深
、
筆
削
乎
千
経
之
奥
。
通
困
明
大
義
、
則
途
中
暴

雨
、
下
山
濡
其
脹
、
刊
楊
／
1
5
　
嚴
露
文
、
則
山
内
澗
井
、
而
自
湧
其
泉
。
由
是
高
麗

外
邦
、
僧
統
傾
心
、
大
遼
中
國
、
節
徒
魏
首
。
故
／
〔
以
下
碑
陰
〕
1
6
　
我
道
宗
、
聖

人
之
極
也
、
常
以
冬
夏
、
召
園
庭
開
、
麹
蹴
玄
妙
、
謀
議
便
宜
。
唯
＊
師
善
趣
敷
揚
、

協
子
聴
／
1
7
覧
。
大
安
五
年
、
特
授
睡
通
悟
理
四
字
師
號
。
十
年
冬
、
奏
係
興
中
府

石
帯
縣
。
壽
晶
二
年
、
遷
崇
隷
／
1
8
　
大
夫
・
贈
賄
太
海
。
奉
＊
旨
開
壇
、
七
十
有
二
、

癒
根
度
衆
、
億
兆
有
除
。
＊
北
闘
名
高
、
西
縷
器
重
。
／
B
　
逮
子
＊
今
主
上
、
春
弦

薔
徳
、
錫
爾
新
恩
。
乾
煎
元
年
、
加
特
進
階
守
副
署
。
六
年
、
遷
特
進
・
守
／
2
0
　
太

傅
。
首
蔭
門
人
、
親
弟
興
操
、
紫
衣
二
字
師
號
。
興
義
、
紫
衣
・
崇
緑
大
夫
・
鴻
櫨
卿
。

興
密
、
興
智
、
／
2
1
興
酢
、
紫
衣
徳
號
。
其
除
承
藤
者
、
岡
克
算
也
。
次
蔽
俗
弟
日
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亨
、
感
温
制
兼
監
察
御
史
。
俗
／
2
2
　
姪
永
晟
、
禮
賓
副
使
兼
殿
中
侍
。
次
俗
姪
永
安
、

永
寧
、
並
在
班
藩
候
。
至
干
乾
統
四
年
、
其
父
追
／
2
3
　
封
太
子
左
蠣
衛
校
尉
、
其
母

追
封
弘
農
縣
細
君
。
當
此
立
時
、
縄
徒
爵
號
、
慶
葦
一
門
、
俗
春
里
／
2
4
　
名
、
光
生

九
族
。
至
子
天
慶
二
年
、
固
僻
／
2
5
　
帝
闘
、
澹
歳
時
齢
。
寒
暑
屡
遷
、
氣
珊
瑚
固
、

奈
何
和
光
順
…
生
、
寮
冊
鍮
⊥
郵
信
、
　
一
事
相
胴
託
疾
、
時
時
七
旬
、
　
／
2
6
　

組
羅
麗
一
樂
以
鉦
…
徴
、
成

恵
身
而
有
恨
。
今
則
送
終
勤
口
、
遷
奉
薫
修
、
飯
南
之
事
已
完
、
碗
淡
之
／
2
7
　
文
乃

建
、
資
子
實
録
、
示
子
將
來
。
奎
、
郷
係
析
津
、
樋
門
漬
水
、
鞍
懸
製
錦
、
學
詩
題
金
、

見
／
2
8
　
託
在
菰
、
勉
爲
記
爾
。
時
天
慶
八
年
四
月
二
十
一
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）
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Scholar　Monks　and　Buddhism　dtuing　Latter　Stage　of　Khitan　（Liao）

　　　　　　Dynasty：As　Seen　through　the　Example　of　Xianyan

by

FUJIWARA　Takato

　　The“Stele　from　the　Tomb　of）Ganyan”鮮演墓碑，　which　was　discovered　on　the

northern　outsldrts　of　the　town　of　Lindong林東鎮at　Ba五n　Zuoqi巴林左旗in　lnner

Mongolia　in　1986，　records　the　achievements　of　Xianyan独演，　a　scholar　monk　who

was　active　in　the　court　of　Daozong　of　the　1〈hitan　（Liao）．　The　value　of　this　stele　is

particularly　high　given　the　paucity　of　historical　source　materiais　concerning　schoiair

monks　throughout　the　Khitan　period，　but　despite　this　fact，　it　has　not　been　studied

in　depth．　Thus　in　this　article　1　have　examined　the　circumstance　of　scholar　monks

in　the　late　1〈hitan　through　an　analysis　of　the　“Stele　from　the　Tomb　of　Xianyan．”

Xianyan　was　summoned　to　the　residential　encampment宿営地of　Daozong　in

the　smmer　and　winter　each　year，　and　was　named　chief　lecturer　of　both　the

Shangiing　Kailongsi上京開龍寺and　Huanglongfu　prefecture．　Huanglonfu　was　situ－

ated　in　the　valtey　of　the　Huntongiiang混同江a｝ong　the　route　from　the　winter　en－

campment，㎞own　as　the　Ousi〔五an鵜綜淀，　to　the　spring　encainpment．　The漉le　of

chief　lecturer　of　Huanglongfu　indicates　that　Xainyan　would　accompany　Daozong　in

his　rnove　from　the　winter　to　the　sptmg　encampment　as　was　nomadic　custom．　The

fact　that　Xiar｝yan　had　the　dual　appointment　of　chief　iecturer　at　both　Shangii　g

Kaitongsi　and　Huanglongfu　indicates　the　special　re｝ationship　of　the　scholar　monk　to

the　ruling　class　in　the　nomadic　state　that　maintained　an　ihnerant　urestyle

throughout　the　year．

　　For　the　Khitan，　the　winter　and　summer　periods　when　govemment　misters

would　gather　to　debate　and　make　decisions　at　the　nabo捺鉢，　the　site　of　the　royaI

pavmaon，　were　particularly　important．　Daozong　would　summon　scholar　monl〈s　to

the　nabo　in　the　summer　encarnpment，　the　monks　would　then　discuss　the　Buddhist

dliama，　and　Daozong　would　recognize　their　scholarshjp，　select　their　doetrinal

positions　to　be　published　and　disseminated，　thus　indicating　the　unified　character　of

political　authority　and　the　dharma．　For　the　scholar　monl〈s　who　had　been　invited

廿his　was　an　opportunity　to　display　the丘ruits　of　thek　accumulated　lear並1g　be丘）re

Daozong　and　win　the　glory　of　having　their　works　published　under　the　authority　of

the　state．
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　　Next，　l　address　the　correspondence　of　Uicheon（Yi廿an）二天from　Goryeo

（Gaoli）that　is　included　in　the　Taegale　kufesa　m吻φ（Z）al’ueguoshi　wai’z）大覚国師

外集make　clear　the　historical　fact　of　the　e）dstence　of　a　work　by　Xianyan　that　was

presented　by出e　l〈hitan　bureaucrat　Yelusiqi耶律思斉to　Ulcheen．　Before　the

works　of　Xiariyan　were　widely　circulated　in　the　Khitan　state，　Uicheon　obtained　this

work　and　published　it　in　Goryeo．　Uicheon　presented　the　printed　book　to　tlie　Khi－

tan　court，　and　it　was　theR　published　as　the　work　of　Xianyan　by　the　state　publishing

fac逝ties（Yanjing　Hongfasi　yinjingyuan燕京弘法寺子下院）on　the　order　of

Daozong，　and　that　printed　version　was　presented　to　Uicheon　by　Yelusiqi．

Xianyan’s　work　traveled　from　Khitan　to　Goryeo，　and　then　from　Goryeo　to　Khitan

and　back　again　to　Goryeo　from　Khitan．　T｝iis　form　of　the　circulation　of　Buddhist

scripture　between　the　two　states　of　Khitan　and　Goryeo　has　not　previously　been

recognized．　The　style　of　the　circulation　of　Xianyan’s　werk　indicates　the　multifa－

ceted　form　of　the　exchange　of　Buddhist　culture　between　1〈hitan　and　Goryeo　at　this

time　and　pemits　us　to　reconsider　the　role　of　Uicheon　in　that　exchange．

The　Meaning　of　the　Anti－Reform　Activities　in　the　24th　Year

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　Guangxu　Era

by

YAOTANI　Akiyoshi

　　The　aim　of　this　paper　is　to　provide　a　new　perspective　oR　the　meaning　of　conflict

between　the　old　and　new　factions　during　the　25th，　Wuxu戊戌，　year　of　the　era　by

analyz血g　the　claims　and　activities　of　Hunan湖南conservatives　in　the　24th　year　of

the　Guangxu光緒era（1898）．　Inteilectuals　who　took　part　in　the　Wuxu　refb㎜

movement　formed　their　own　political　argurnent　distinct　from　that　of　the　gov－

emment．　Furthermore，　they　sought　political　participation　in　order　to　implement

their　goals．　Attacks　on　such　reformers　were　delivered　not　only　from　withn　the

govemment　but　also　from　lower　and　middle－class　scholars　outside　the　seats　of　au－

thority．　Opmions　of　the　scholars　appear　to　have　been　divided　at　the　time．　The

split　was　between　the　reformers　who　viewed　the　will　of　the　govemmeRt　in　relati－

vistic　terms　and　the　conservatives　who　clung　tenaciously　to　its　authority，　identify－

ing　with　it　The　fiercest　struggle　between　the　old　and　new　facljons，　wlth　the　ex－

ception　of　the　Beijing北京area，　arose　in　Hunan　provlnce　where　the　split　was

clear，　and　the　Hunan　conservatives　sought　to　maintain　their　sense　of　unity　with
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